
o h t a w a r a  c i t y  p u b l i c  r e l a t i o n s  m a g a z i n e

２
2014

No.1199No.1199

Feb.

成人式成人式Coming  of  age ceremony- -



仮設庁舎Ａ棟、湯津上庁舎および黒羽庁舎に設置し
てある｢住民票写し･印鑑登録証明書の自動交付機｣
と市関係施設の｢公開用パソコン｣が一時休止します。
●休止日時　２月22日(土)　８:30～12:30(予定)

市民課　　　　１階《自動交付機》

_今月の表紙

_掲示板

動交付機などが一時停止します自

（２３）８７５２

平成 26年消防組合出初式

１月７日（火）に大田原小学校の校庭で消
防組合出初式が行われ、大田原地区広域
消防組合の消防士が集結しました。
救急・救助点検や放水点検などが行わ
れ、消防士の方々の機敏な動きや消防車
からのダイナミックな放水に大勢の人々
が目を奪われていました。

「広報おおたわら」はホームページでもご覧いただけます。
電子ブックも始めましたので、パソコンやスマートフォン
でもお楽しみください。
　　　　　　　　　　http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/

※「市長メッセージ」は３月までお休みです。
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Ohtawa r a  c i t y
栃木県大田原市

住む人が輝き 来る人がやすらぐ 
幸せ度の高いまち

■人口 76,112人（男38,312人、女 37,800人）／世
　帯数 28,708戸≪１月１日現在≫
■面 積 354.12k ㎡／年間平均気温 12.7℃／年
間　降水量 1,734㎜

大田原市は栃木県の那須地区に位置
する人口約７万人の都市です。政
治・経済・文化などさまざまな分野
において、県北部の中心都市の役割
を担っています。2005年10月１日に
大田原市、湯津上村、黒羽町が合併
し、住む人と来る
人が幸福感にあふ
れるまちを目指し
ています。 栃木県大田原市

市の魚「ミヤコタナゴ」

市の木「イチョウ」

市の花「キク」

■今月の市民憲章
わたしたちは
自然を愛し
環境をととのえ
大田原を美しいまちにしましょう

■大田原市役所
〒324-8641
栃木県大田原市本町１丁目４番１号
業務時間  ８ :30 ～ 17:15（月～金）
延長窓口  17:15 ～ 19:00（水）
電　　話  0287(23)1111

情報政策課　　２階《公開用パソコン》 （２３）８９５９
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大
田
原
市
成
人
式
遠
い
日
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
今
日
、
成
人
式
を
迎
え
た
。

感
謝
と
笑
顔
に
包
ま
れ
た
大
田
原
の
成
人
式
を
お
伝
え
す
る
。
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感
謝
の
思
い
を
胸
に
、
今
日
、
大
人
の
世
界
に
羽
ば
た
く
新
成
人
た
ち
。

前
途
に
は
希
望
に
満
ち
た
夢
と
目
標
が
あ
ふ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
見
据
え
る
彼
ら
の
ま
な
ざ
し
は
、
力
強
く
輝
き
を
放
っ
て
い
た
。

　

空
は
青
く
澄
み
渡
り
、遠
く
に
見

え
る
那
須
連
山
か
ら
下
り
て
く
る

空
気
が
心
地
良
く
頬
を
冷
や
す
中
、

熱
い
思
い
を
胸
に
秘
め
た
多
く
の

若
者
た
ち
が
集
ま
り
、平
成
26
年
１

月
３
日（
金
）、那
須
野
が
原
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で「
市
制
施
行
60
周
年

記
念
平
成
25
年
度
大
田
原
市
成
人

式
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
度
は
平
成
17
年
10
月
の
３

市
町
村
合
併
か
ら
初
と
な
る
、
大

田
原
地
区
、
湯
津
上
地
区
、
黒
羽

地
区
が
合
同
で
行
う
成
人
式
だ
。

会
場
で
は
、
艶
や
か
な
振
袖
姿
、

上
品
な
ス
ー
ツ
姿
や
紋
付
き
袴
の

新
成
人
た
ち
が
、
懐
か
し
い
友
と

の
再
会
に
喜
び
、
記
念
写
真
の
撮

影
や
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
て

い
た
。

　

式
に
は
成
人
式
該
当
者
７
６
３

　

今
回
の
成
人
式
は
、
郷
土
、
大

田
原
市
を
PR
す
る「
大
田
原
市
観

光
PR
大
使
」の
任
命
式
で
も
あ
っ

た
。
新
成
人
に
は
、
大
田
原
市
成

人
式
企
画
委
員
会
特
別
顧
問
の
与

一
く
ん
か
ら
、
大
田
原
市
観
光
PR

大
使
の
委
嘱
状
と
と
も
に
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
贈
呈
さ
れ

た
。
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
に
は
大
田
原

市
内
の
各
名
所
な
ど
が
プ
リ
ン
ト

さ
れ
て
お
り
、
新
成
人
の
皆
さ
ん

が
こ
れ
か
ら
活
躍
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
場
で
こ
れ
を
着
用
す
る
こ
と
に

よ
り
、
自
慢
の
郷
土「
大
田
原
」を

PR
で
き
る
立
派
な
大
田
原
観
光
PR

大
使
と
な
る
の
だ
。

　

新
成
人
か
ら
協
力
金
を
募
り
、

市
内
施
設
に
記
念
品
を
贈
る
記
念

事
業
も
行
わ
れ
た
。

　

新
成
人
か
ら
集
ま
っ
た
協
力
金

は
29
万
４
８
５
０
円
に
も
の
ぼ

り
、
こ
の
協
力
金
を
基
に
ふ
れ
あ

い
の
丘
に
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
が

植
樹
さ
れ
る
。

　

ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
は
４
月
上

旬
頃
と
10
月
で
年
２
回
開
花
す
る

桜
だ
。
の
ち
に
新
成
人
が
紅
葉
に

溶
け
込
ん
だ
こ
の
ジ
ュ
ウ
ガ
ツ
ザ

ク
ラ
を
見
た
際
は
、
若
き
日
の
大

人
の
門
出
を
思
い
出
し
、
胸
を
熱

く
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

名
の
う
ち
６
１
４
名
が
出
席（
出

席
率
80
・
47
％
）。
ま
た
、
子
の

門
出
を
祝
う
た
め
に
大
勢
の
家
族

も
駆
け
付
け
、
会
場
を
賑
わ
せ
て

い
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
津
久
井
富
雄
市

長
は「
皆
さ
ん
が
出
会
っ
た
多
く

の
方
々
の
愛
情
を
糧
に
自
分
の
道

を
果
敢
に
切
り
開
き
、
二
十
一
世

紀
の
ホ
ー
プ
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
力
い
っ
ぱ
い
活
躍
し
て

く
だ
さ
い
。」と
期
待
の
言
葉
を
述

べ
た
。

　

新
成
人
代
表
の
髙
久
和
順（
た

か
く
か
ず
よ
り
）さ
ん
は「
成
人
式

に
参
加
で
き
た
喜
び
は
、
今
ま
で

お
世
話
に
な
っ
た
多
く
の
方
々
の

お
か
げ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
自

分
に
で
き
る
最
大
の
努
力
を
し
て

目
の
前
の
目
標
に
向
か
っ
て
歩
ん

で
い
き
ま
す
。」と
新
成
人
の
志
を

大
人
の
門
出
に
誓
っ
た
。

　

成
人
式
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

は
、
今
年
度
、
那
須
野
が
原
ハ
ー

モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
完
成
し
た
パ
イ

プ
オ
ル
ガ
ン
を
使
っ
た
記
念
演
奏

だ
。
こ
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
は
フ

レ
ン
チ
・
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
ス
タ

イ
ル
と
い
う
19
〜
20
世
紀
の
フ
ラ

ン
ス
オ
ル
ガ
ン
ス
タ
イ
ル
に
特
化

し
た
オ
ル
ガ
ン
で
、
華
や
か
で
多

種
多
様
な
音
楽
を
奏
で
る
こ
と
が

で
き
る
。
奏
者
は
那
須
野
が
原

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
専
属
オ
ル

ガ
ニ
ス
ト
の
ジ
ャ
ン
＝
フ
ィ
リ
ッ

プ　

メ
ル
カ
ー
ル
ト
氏
だ
。

　

暗
闇
の
中
、
美
し
く
金
色
に
輝

く
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
か
ら
は
、

バ
ッ
ハ
の「
ト
ッ
カ
ー
タ
と
フ
ー

ガ
」と
エ
ル
ガ
ー
の「
威
風
堂
々
」

の
２
曲
が
奏
で
ら
れ
た
。
そ
の
魅

力
的
な
輝
く
音
色
は
と
て
も
澄
ん

で
い
て
、
そ
れ
で
い
て
力
強
く
、

ま
る
で
新
成
人
の
輝
く
未
来
を
暗

示
す
る
か
の
よ
う
に
我
々
の
心
に

明
る
く
微
笑
ん
で
き
た
。

大
人
の
門
出
、
成
人
式 希

望
の
門
出

coming-of-age
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こ
の
世
に
生
を
受
け
て
20
年
。

爽
快
な
笑
顔
と
と
も
に
精
悍
な
顔

つ
き
で
、
誇
ら
し
く
大
人
の
門
出

に
立
っ
て
い
る
新
成
人
。

　
し
か
し
、
い
ま
こ
こ
に
あ
る
笑

顔
は
決
し
て
自
分
一
人
で
作
り
上

げ
て
き
た
も
の
で
は
な
い
。
親
、

兄
弟
、
友
人
、
先
生
、
大
勢
の
人
々

に
手
を
差
し
伸
べ
て
も
ら
い
な
が

ら
作
っ
て
き
た
笑
顔
だ
。
暗
闇
を

不
安
な
気
持
ち
で
歩
い
て
い
る

中
、目
の
前
に
照
ら
さ
れ
た
愛
情
・

友
情
・
人
情
と
い
う
、
温
か
い
光

の
道
に
導
か
れ
て
歩
い
て
来
た
結

果
だ
。

　
兄
弟
の
思
い
出
、
友
人
と
の

絆
、
先
生
の
優
し
さ
、
親
の
ぬ
く

も
り
、
そ
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
。

成
人
と
い
う
人
生
の
節
目
に
立

ち
、
こ
れ
ま
で
歩
ん
で
来
た
数
々

の
道
を
思
い
返
す
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

胸
に
秘
め
、
迎
え
た
成
人
式
。
友
だ

ち
と
尽
き
な
い
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
て
大
い
に
笑
っ
た
。
恩
師
に
褒

め
て
も
ら
い
た
く
て
、
頭
を
撫
で
て

も
ら
い
た
く
て
、
あ
の
時
か
ら
成
長

し
た
自
分
を
一
生
懸
命
に
報
告
し

た
。
あ
の
時
と
何
一
つ
変
わ
ら
ぬ
笑

顔
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。

　
仲
間
と
一
緒
に
い
る
と
湧
き
上
が

る
こ
の
変
わ
ら
な
い
笑
顔
は
、
い

ま
、
こ
の
同
じ
栄
光
の
舞
台
に
立
つ

仲
間
と
と
も
に
作
り
上
げ
て
き
た
笑

顔
だ
っ
た
。

　
こ
の
素
敵
な
笑
顔
を
引
き
連
れ

て
大
人
の
門
出
に
立
つ
新
成
人
の

心
に
は
、
ま
た
新
た
に
強
い
決
意

と
堅
い
意
志
が
芽
生
え
て
い
た
。

今
こ
こ
に
あ
る
、決
意
と
笑
顔

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
、
笑
顔
で
立
つ
栄
光
の
舞
台
、

成
人
式
。

そ
こ
か
ら
彼
ら
が
見
つ
め
る
も
の
、
思
う
も
の
。

　二十歳になって成人式を迎
え、私も大人の一員となりまし
た。大人になったことで、今ま
で以上に自分の言動に責任を
持って行動しなくてはいけない
と思います。
　私は今まで人生で困ったと
き、助けを求めたときは、さま
ざまな大人の人たちに支えら
れ、助けられて生きてきまし
た。これからは、私が社会で困っ
ている人、助けを求めている人
に手を差し伸べたいと思ってい
ます。
　私はいま市内にある国際医療
福祉大学の医療福祉マネジメン
ト学科に通い、医療と福祉につ
いて多角的な勉強をしていま
す。大学の授業は、高校生の時
と比べて勉強の時間が増え、内
容も濃くなっています。また、
大学２年生になり、授業の内容

が専門的で難しくなりましたの
で、授業に遅れないように日々
気を引き締めて勉強に励んでい
ます。
　将来は医療・福祉の資格を取
得して、病院関係の仕事に就
き、困っている人、助けを求め
ている人の役に立ちたいです。
　そのためにも、達成したいこ
とを最後まで諦めずにやり通し
ます。そして、目指している将
来に向かって精一杯に駆け抜け
ていきたいです。

お父さん、お母さん。今まで私

の好きなように、好きな道を歩

ませてくれてありがとう。

心から、感謝しています。

医療・福祉の資格を取って、困っている人に
手を差し伸べたい。

蛭田智子さん ひるた・あきこ（湯津上中学校出身）

新
成
人
の
お
も
い

coming-of-age
ceremony

ワンコメント

Aspecial feature article
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左から：沙耶佳さん（妹）・和樹さん・文男さん（父）・文子さん（母）

　私は、今ここに成人式を迎え、20 年間育ててく
れた両親に心から感謝しています。その気持ちを
手紙にのせて伝えたいと思います。
　お父さんへ。お父さんは昔から心配性で、寝る
前に「風邪ひくから早く寝ろよ」と毎晩声をかけて
くれました。その時は「少ししつこいな」などと感
じていましたが、今思い返すと嬉しくて胸が熱く
なります。
　お父さんは、私が小さいころから私のために、
週末になると色々な所へ遊びに連れて行ってくれ
ました。そして、高校生の時は、朝早くから野球
の送迎をしてくれました。お父さんのその優しさ
に、今は心から感謝しています。ありがとう。
　お母さんへ。私が 20年間、丈夫な体で過ごすこ

とができたのは、お母さんの手料理のおかげです。
お弁当も、高校３年間欠かさず作ってくれました
ね。朝早く起きて、父、私、妹の３つのお弁当を
作ってくれました。今は妹も高校を卒業したので、
お母さんのお弁当を食べられるのは父だけになっ
てしましましたが、私はお母さんの手料理が本当
においしくて毎日の楽しみでした。ありがとう。
　この 20 年間、両親には特に親孝行ということは
できませんでしたが、これから社会に出て一人前
になることが、一番の親孝行だと思っています。
　お父さん、お母さん、これから先もご迷惑をお
掛けするかと思いますが、よろしくお願いします。
もっとビッグな親孝行ができるようにがんばるね。

両親へ伝えたい『ありがとう』を手紙にのせて

谷地和樹さん やじ・かずき（須賀川中学校出身）

妹へ、あと２年で成人を

迎えるね。成人式を迎え

ると新たなスタートの始

まりです。これから先、

同じ医療従事者として、

社会に貢献できるようが

んばろう。

ワンコメント

　
二
十
歳
に
な
る
と
大
人
と
認

め
ら
れ
て
飲
酒
や
喫
煙
が
許
さ

れ
る
。そ
し
て
選
挙
権
も
与
え
ら

れ
る
な
ど
社
会
的
な
立
場
が
大

き
く
変
化
す
る
。ま
た
、そ
の
よ

う
な
変
化
の
ほ
か
に
、も
う
一
つ

大
き
く
変
化
す
る
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
が
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
、

い
わ
ゆ
る
自
分
ら
し
さ
だ
。

　
今
回
は
、成
人
を
迎
え
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
、湯
津
上

中
学
校
出
身
の
蛭
田
智
子
さ
ん

と
須
賀
川
中
学
校
出
身
の
谷
地

和
樹
さ
ん
の
二
人
に
代
表
し
て

語
っ
て
も
ら
っ
た
。二
人
と
も
若

者
の
無
限
と
も
感
じ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
礼
節
あ
る
言
動
が
印
象

的
だ
っ
た
。

　
成
人
式
は
、数
あ
る
人
生
の
節

目
の
中
で
も
、自
分
ら
し
さ
を
見

つ
め
直
し
、多
く
の
人
々
に
感
謝

す
る
貴
重
な
節
目
の
一
つ
だ
。新

成
人
た
ち
は
、こ
の
節
目
を
き
っ

か
け
に
、断
固
た
る
自
分
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
引
き
連
れ

て
、目
の
前
に
輝
く
目
標
と
夢
に

向
か
っ
て
歩
み
始
め
る
だ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、そ
の
歩
み
は
力
強

く
、決
し
て
揺
ら
ぐ
こ
と
は
な

い
。な
ぜ
な
ら
、彼
ら
は
自
分
の

未
来
を
一
人
で
は
歩
ま
ず
、感
謝

を
さ
さ
げ
た
仲
間
と
共
に
笑
顔

で
歩
む
の
だ
か
ら
。

成
人
と
い
う
自
分
ら
し
さ

和樹より
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１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48

秋田
青森
福井
大田原市
石川
香川
新潟
京都
広島
岩手
高知
東京
鹿児島
宮崎
山口
熊本
山形
福島
鳥取
富山
茨城
長野
兵庫
徳島
佐賀
福岡
愛媛
埼玉
奈良
和歌山
大分
千葉
神奈川
岡山
群馬
岐阜
愛知
大阪
栃木
宮城
北海道
三重
長崎
山梨
島根
滋賀
沖縄
静岡

71.7 
68.7 
68.6 
67.8 
67.6 
66.8 
66.3 
65.8 
65.8 
65.5 
65.3 
64.8 
64.7 
64.5 
64.3 
64.0 
63.9 
63.9 
63.9 
63.8 
63.7 
63.7 
63.3 
63.3 
63.3 
63.2 
63.1 
62.6 
62.6 
62.4 
62.3 
61.9 
61.5 
61.4 
61.3 
61.3 
61.2 
61.2 
61.1 
60.8 
60.4 
60.3 
60.3 
60.1 
59.9 
58.8 
58.3 
57.7 

秋田
石川
福井
青森
香川
広島
東京
京都
岩手
富山
愛媛
新潟
鳥取
長野
山口
千葉
奈良
大田原市
兵庫
高知
茨城
埼玉
神奈川
岐阜
福岡
徳島
大分
愛知
山形
福島
熊本
宮崎
栃木
大阪
鹿児島
岡山
宮城
群馬
山梨
和歌山
静岡
長崎
島根
佐賀
三重
北海道
滋賀
沖縄

59.1 
54.3 
54.3 
52.9 
52.9 
52.7 
52.1 
52.1 
50.8 
50.7 
50.7 
50.4 
50.4 
50.3 
50.2 
50.1 
50.1 
50.0 
49.9 
49.8 
49.7 
49.7 
49.7 
49.1 
49.1 
49.0 
48.7 
48.6 
48.5 
48.5 
48.1 
48.1 
47.9 
47.9 
47.9 
47.7 
47.6 
47.5 
47.5 
47.5 
47.3 
46.9 
46.8 
46.8 
46.7 
46.4 
46.4 
45.5 

秋田
福井
青森
大田原市
石川
富山
新潟
京都
広島
高知
鹿児島
大分
奈良
熊本
東京
岩手
鳥取
香川
山口
長野
愛媛
兵庫
山形
茨城
福岡
千葉
大阪
佐賀
宮崎
栃木
神奈川
福島
群馬
和歌山
長崎
宮城
埼玉
岐阜
静岡
愛知
三重
徳島
山梨
北海道
滋賀
岡山
島根
沖縄

82.8 
81.6 
80.7 
80.5 
80.2 
79.7 
79.5 
79.2 
79.2 
78.8 
78.8 
78.7 
78.6 
78.5 
78.4 
78.3 
78.1 
78.1 
77.9 
77.8 
77.6 
77.4 
77.3 
77.2 
77.2 
77.1 
77.1 
77.1 
77.0 
76.8 
76.5 
76.4 
76.4 
76.4 
76.4 
76.3 
76.2 
76.2 
76.2 
76.2 
75.8 
75.8 
75.6 
74.9 
74.7 
74.6 
74.3 
73.3 

秋田
福井
石川
香川
広島
京都
愛媛
東京
青森
富山
鳥取
山口
長野
愛知
千葉
新潟
兵庫
大田原市
茨城
神奈川
福岡
熊本
奈良
徳島
岩手
高知
大分
埼玉
佐賀
大阪
岡山
山形
長崎
和歌山
宮崎
鹿児島
静岡
宮城
栃木
岐阜
山梨
島根
福島
三重
滋賀
群馬
沖縄
北海道

67.1 
65.1 
64.3 
62.1 
61.3 
61.1 
61.0 
60.8 
60.5 
60.4 
60.2 
59.9 
59.5 
59.5 
59.4 
59.3 
59.2 
59.1 
58.9 
58.7 
58.7 
58.6 
58.5 
58.4 
57.9 
57.9 
57.8 
57.7 
57.4 
57.3 
57.2 
57.1 
57.1 
56.9 
56.8 
56.7 
56.6 
56.5 
56.3 
56.0 
55.8 
55.8 
55.3 
55.3 
55.1 
55.0 
54.4 
54.0 

秋田
大田原市
福井
山形
富山
青森
石川
岩手
群馬
宮城
鳥取
福島
東京
山口
茨城
栃木
島根
岐阜
静岡
奈良
山梨
長野
兵庫
広島
香川
熊本
埼玉
新潟
徳島
愛媛
岡山
神奈川
愛知
京都
千葉
長崎
宮崎
北海道
大分
滋賀
福岡
鹿児島
佐賀
三重
和歌山
高知
大阪
沖縄

81.9 
80.9 
80.0 
78.9 
78.9 
78.8 
78.3 
78.2 
78.1 
77.6 
77.6 
77.3 
77.3 
77.3 
77.2 
77.2 
77.2 
77.1 
77.1 
77.1 
76.9 
76.8 
76.8 
76.7 
76.6 
76.6 
76.5 
76.5 
76.5 
76.5 
76.4 
76.3 
76.3 
76.3 
76.2 
76.1 
76.1 
76.0 
76.0 
75.5 
75.4 
75.4 
75.3 
75.0 
74.4 
74.3 
73.3 
69.2 

秋田
福井
大田原市
石川
富山
岐阜
茨城
東京
広島
山形
島根
神奈川
群馬
埼玉
静岡
宮城
鳥取
山口
京都
岩手
千葉
栃木
青森
奈良
山梨
愛媛
愛知
熊本
兵庫
香川
大分
新潟
長崎
福岡
福島
岡山
宮崎
北海道
長野
三重
佐賀
滋賀
徳島
高知
鹿児島
和歌山
大阪
沖縄

74.6 
71.7 
71.0 
70.7 
70.4 
70.2 
69.5 
69.3 
69.2 
69.1 
69.1 
68.9 
68.8 
68.8 
68.7 
68.6 
68.6 
68.3 
68.2 
68.1 
68.1 
68.0 
67.7 
67.5 
67.4 
67.2 
67.1 
67.1 
67.0 
67.0 
66.7 
66.6 
66.6 
66.5 
66.4 
66.4 
66.4 
66.2 
65.9 
65.8 
65.8 
65.6 
64.9 
64.8 
64.8 
64.3 
63.0 
62.4 

大田原市
福井
秋田
石川
岐阜
愛知
香川
兵庫
富山
奈良
山口
徳島
東京
青森
静岡
群馬
鳥取
広島
愛媛
滋賀
京都
宮崎
栃木
神奈川
和歌山
熊本
千葉
三重
長崎
山形
茨城
島根
埼玉
岡山
新潟
北海道
宮城
山梨
福岡
大分
長野
大阪
佐賀
鹿児島
福島
岩手
高知
沖縄

70.0 
69.9 
68.9 
66.6 
66.6 
66.3 
66.3 
65.9 
65.8 
65.5 
65.5 
65.4 
65.2 
65.0 
65.0 
64.9 
64.8 
64.8 
64.5 
64.4 
64.2 
64.0 
63.8 
63.8 
63.4 
63.4 
63.2 
63.2 
63.2 
63.1 
62.9 
62.9 
62.8 
62.8 
62.7 
62.3 
62.2 
62.1 
62.0 
62.0 
61.9 
61.7 
61.7 
61.5 
61.0 
59.9 
59.3 
53.2 

福井
大田原市
秋田
岐阜
石川
静岡
香川
愛知
山口
愛媛
富山
兵庫
広島
東京
鳥取
熊本
京都
奈良
群馬
徳島
青森
茨城
神奈川
千葉
宮崎
長崎
栃木
島根
山形
埼玉
滋賀
和歌山
岡山
長野
山梨
福岡
宮城
佐賀
三重
新潟
大分
鹿児島
北海道
大阪
福島
岩手
高知
沖縄

49.2 
47.9 
47.5 
45.7 
45.0 
44.6 
44.6 
44.5 
44.2 
44.0 
43.9 
43.8 
43.5 
43.2 
43.0 
43.0 
42.9 
42.9 
42.8 
42.6 
42.4 
42.1 
41.9 
41.5 
41.4 
41.3 
41.1 
40.8 
40.7 
40.6 
40.4 
40.3 
40.3 
40.2 
40.0 
39.8 
39.7 
39.5 
39.3 
39.2 
39.2 
39.2 
39.1 
38.8 
38.1 
37.4 
35.4 
29.8 

小６国語Ａ 小６国語Ｂ 小６算数Ａ 小６算数Ｂ 中１国語Ａ 中１国語Ｂ 中１数学Ａ 中１数学Ｂ

平成 25 年度全校学力調査平均正答率（都道府県  比較） （単位  ％）※　　　　平成 21 年度における大田原市の順位

小６国語Ａ 小６国語Ｂ 小６算数Ａ 小６算数Ｂ 中１国語Ａ 中１国語Ｂ 中１数学Ａ 中１数学Ｂ
（単位  ％）

市平均
全国平均
県平均

67.8
62.7
61.1

50.0
49.4
47.9

80.5
77.2
76.8

59.1
58.4
56.3

80.9
76.4
77.2

71.0
67.4
68.0

70.0
63.7
63.8

47.9
41.5
41.1

平成25年度  全校学力調査平均正答率（市・全国・県  比較）

順位
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　　 　　  平成25年度
全国学力 ・学習状況調査の結果と考察

　平成26年４月に、県版学力調査「とちぎっ子学習状況調査」が実施されます。この調査は栃木県教育委
員会が県内小学４、５年生と中学２年生全員を対象として行うものです。本市では、県教育委員会と連
携し、本調査を活用した学習指導の充実に取り組んでいく予定です。

　平成19年度調査開始以来、本市では初めて、小学
校で全教科Ａ問題・Ｂ問題ともに全国平均を上回り
ました。中学校はこれまで同様、全教科Ａ問題・Ｂ
問題で全国平均を上回っています。
　小学校については、これまで国語・算数ともにＡ
問題では、全て全国平均を上回っていましたが、Ｂ問
題では、国語または算数のどちらか一方が下回って
いました。今回の結果は、これまでの各学校での取
り組みの成果が徐々に出てきているのではないかと
考えられます。ただ今回の調査でもＡ問題に比べる
と、Ｂ問題には課題があると言えます。

　平成25年４月24日に、平成21年度以来４
年ぶりの全校を対象とした全国学力・学習状
況調査が実施されました。

調査内容
　対象：小学６年生、中学３年生
　教科：国語Ａ、国語Ｂ、
　　　　数学（算数）Ａ、算数（数学）Ｂ
　※Ａ：基礎的な内容が問われます
　　Ｂ：実際の社会での活用力が問われます

　本市の結果については、市内小・中学校の校長、教頭、学習指導主任の各代表から構成されている「基
礎学力向上研究委員会」においてその結果を分析し、その成果と課題、そして今後取り組むべき方策につ
いて協議し、その報告書が教育委員会に提出されました。この報告を参考に市教育委員会と各学校が連
携し、より一層、学習指導が充実するよう取り組んでいきたいと思います。

　 成果　

・ Ａ問題（小・中）での顕著な成果
・漢字に関する問題の正答率の高さ
・計算領域の高い定着度
・国語Ａの書くことの領域が改善
・書くことに対する苦手意識が軽減
・中学校数学の顕著な成果（全国比）
・家庭学習への理解の深まり

１ 　 背景

・市独自ドリルと検定試験よる定着の把握
・「授業のスタンダード」による共通指導
・思考の流れが見えるノート指導
・複数教員による算数・数学の授業　
・市推奨のＮＩＥ（※１）により、書く・読む力の伸び
・各教科における言語活動の充実の推進
・学年単位で出す宿題の形式
・学校と保護者が連携した家庭学習の推進
　

２

　 課題　

・文学的文章の読解力
・教科書の文章内容を教える授業（国語）の存在
・語彙、接続する語句　
・算数での実生活と結びつけた授業づくり
・系統性を意識した指導（Ｂ問題に影響）
・説明する問題に対する無回答率の高さ
・基準が時間や量になっている自主学習
・学習スタイルの確立　

３  　 対策

・見通しと振り返りを重視した授業づくり
・意欲や達成感をもたせる授業づくり
・教科と実生活を結びつけるような授業づくり
・話し合う必然性のある課題設定と提示の工夫
・ＩＣＴ（※２）を活用した授業づくり　
・小学校と中学校での学習内容の系統性意識の共有
・小学校と中学校、小学校と小学校、中学校と中
   学校が連携した上質の指導方法の共有

４

４年ぶりの全校参加

学校教育課
　　（９８）７１１３

初めて全教科で全国平均を上回る

県版学力調査「とちぎっ子学習状況調査」の実施

本市の課題基礎学力向上研究委員会の提言

（※１） ＮＩＥ：学校の授業や学級活動などで新聞を教材にすることにより学校教育に役立てる方法
（※２） ＩＣＴ：パソコンやインターネットなどの情報通信技術
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大田原税務署　　（２２）３１１５  ※自動音声案内　　　

■時間　午前８時30分～
■会場　大田原税務署　別館２階
■相談　午前９時～午後５時
■納期限
　所得税・復興特別所得税・贈与税　３月17日（月）
　消費税・地方消費税（個人事業者）　３月31日（月）
■ホームページを利用した申告書作成など
　国税庁のホームページで確定申告書の作成ができ
ます。ぜひご利用ください。
　詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください。
　　　http://www.nta.go.jp/　

税務課　　１階　　（２３）８７２５

平成25年分  市民税・県民税申告日程表

須佐木
須賀川
川上・南方
北滝
亀久
蛭田
湯津上
湯津上
大輪
両郷・川田
久野又
堀之内
前田
北野上
狭原
佐良土
蛭畑
新宿・片府田
黒羽向町
余瀬
蜂巣
寒井

須賀川･雲岩寺
片田
矢倉・蛭田

湯津上･小船渡
河原
中野内
寺宿･木佐美･大久保
黒羽田町
前田・八塩

佐良土

片府田

大豆田
桧木沢

２　

月

３　

月

午前の部
受付8:30~11:30

午後の部
受付13:00~16:00

午後の部
受付13:00~16:00

午前の部
受付8:30~11:30会　場受付日

大田原地区 湯津上・黒羽地区

会　場

野崎地区
公民館
※野崎研修
　センター

佐久山地区
公民館

親園地区
公民館
※農村環境
　改善センター

金田北地区
公民館

金田南地区
公民館

大田原東
地区公民館

須賀川
出張所

湯津上支所

両郷出張所
※両郷地区
　コミュニティ
　センター

下石上・野崎
薄葉・平沢
薄葉
佐久山
佐久山
大神
親園
花園
滝沢・滝岡
中田原
中田原･町島･荒井･岡
市野沢
富池
北金丸
南金丸
倉骨
富士見
紫塚
末広
美原
浅香
若草

上石上

福原
福原・藤沢
親園・荻野目
実取
宇田川

戸野内･練貫･乙連沢
今泉・羽田
小滝
北金丸・奥沢
南金丸･上奥沢･赤瀬
鹿畑・北大和久
山の手・城山
元町・新富町
中央・本町
美原・住吉町
浅香・若松町
若草・加治屋

黒羽支所

湯津上支所

黒羽支所

14日(金）
17日（月）
18日（火）
19日（水）
20日（木）
21日（金）
24日（月）
25日（火）
26日（水）
27日（木）
28日（金）
３日（月）
４日（火）
５日（水）
６日（木）
７日（金）
10日（月）
11日（火）
12日（水）
13日（木）
14日（金）
17日（月）

■収入のない方の申告　　　　　　　　
　収入のない方で申告書を自書することができる方
は、申告書に必要事項を記入押印して申告会場や
市税務課窓口に直接お持ちいただくか、郵送で市
税務課に送付していただくこともできます。

■住民税の今年の主な改正事項
～均等割額に加算されます～
　平成 26 年度から平成 35 年度までの間、東日本大
震災からの復興の財源とするため、現行の均等割
額に県民税均等割 500 円・市県民税均等割 500 円
が加算されます。

■ホームページを利用した申告書作成など　　　　
市ホームページで市民税・県民税申告書の様式を
ダウンロードできます。記載例も参照できますの
で、ぜひご利用ください。

確定申告（所得税・個人消費税・贈与税）のご案内
　　　   申告期間 ２月17日(月) ～３月17日(月）

～公的年金等を受給されている方へ～
　平成23年分以後の各年分において、公的年金など
の収入金額の合計額が400万円以下であり、かつ、
公的年金などに係る雑所得以外の所得金額が20万
円以下である場合には、所得税の確定申告は必要
ありません。
　詳しくは、税務署にお問い合わせください。
※所得税の確定申告が必要ない場合であっても、住
民税の申告が必要な場合があります。
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市民税・県民税申告のご案内
　　　   申告期間 ２月14日（金）～３月17日（月）

■申告が必要な方　　　　　　　　　　
　市民税・県民税の申告が必要と思われる方には、
市から通知を出していますが、通知を受けていな
くても次のような方は申告をしてください。
◎平成26年１月１日に大田原市に住所があり、
 ・平成25年中に事業所得や地代・家賃などの不動産所
得、土地などの譲渡所得、その他所得があった方
 ・給与所得がある方で、「給与支払報告書」が勤務先か
ら市税務課に送付されていない方（勤務先に確認し
てください）や平成25年中に退職した方
 ・給与所得のみで、雑損控除、医療費控除、寄附金
控除を受けようとする方
 ・年金所得のみで、人的控除以外の控除（社会保険料
控除、生命保険料控除、医療費控除など）を受けよ
うとする方

■申告が不要な方　　　　　　　　
 ・税務署に所得税の確定申告をする方
 ・昨年の所得が年末調整をした給与所得のみの方
 ・昨年の所得が年金所得のみの方（人的控除以外の控
除を受けようとする方を除く）
※給与所得、年金所得ともに、給与支払者または年
金保険者から給与、年金支払報告書が市に届いて
いる場合に限ります。

■その他申告が必要な場合
 ・児童扶養手当、保育園の入園などの手続きをする
方や、市営住宅に入居している方は、所得の状況
を示した各種証明書の提出が必要になります。こ
れらの証明書の交付を受けるためには申告してあ
ることが必要です。また、国民年金の免除申請、
国民健康保険加入者の保険税の軽減を判定する際
にも申告をしてあることが必要になります。必ず
申告してください。

■申告に必要な書類　　　　　　　　
 ・申告書（申告会場にも用意してあります）
 ・印鑑および預金通帳（口座番号が確認できるもの。
所得税が還付になる場合必要となります）
 ・源泉徴収票（原本。写しは不可）
 ・所得金額が分かる書類（給与支払証明書・収支内訳
書など）
 ・所得控除を受けるための書類（生命保険料・地震保
険料・旧長期損害保険料・国民健康保険税・介護保険
料・後期高齢者医療保険料・国民年金保険料・身体障
害者手帳・医療費などの領収書または証明書）
 ・不動産所得がある方は、固定資産税の課税明細書ま
たは市税務課発行の申告用名寄公課資料（無料）など

 ・医療費控除には、要介護認定を受けた方が一定の
施設・居宅サービスを利用したときの自己負担も
含まれます。控除を受けるときは領収書の添付が
必要です。
 ・医療費控除を受ける方は、事前に領収書などでそ
の年中に支払った医療費総額を計算してきてくだ
さい。

■申告するときの注意事項　　　　　
 ・市税務課や各支所の窓口では申告できません。必
ず指定会場で申告してください。（収入のない方の
申告を除く）
 ・受付時間　午前の部　午前８時30分～ 11時30分　
　　　　　午後の部　午後１時～４時
※混雑を軽減するため、次ページの表のとおり受付
日と会場を指定しました。
※順番は申告内容により変更になる場合もあります。

■農業所得を申告するとき　　　　　
　事前に収支内容をまとめてお持ちください。収支
内容をまとめていないと、実際にかかった経費も
必要経費として認めることができなくなり、思い
がけない課税が発生する場合があります。日ごろ
から記帳するよう心がけ、スムーズに申告ができ
るよう事前準備をお願いします。
　◎お持ちいただくもの
　・収支内容をまとめたノート
　・根拠となる領収書（レシートも可）
　・米等農産物などの販売数量、販売金額が記載し
　てある明細
　・農業に関する交付金・助成金などの通知
　・通帳（平成25年１月～ 12月までの取引内容が記載
　されているもの）
　・取得価格が10万円以上の農業用資産を事業用と
して新たに取得したり他から転用した方は、減
価償却の方法により経費計上することとなりま
すので、農機具などの名称、取得年月、取得価
格を確認しておいてください。（農業用資産を廃
棄した場合は廃棄年月を確認してください。）

　　経費として認められるものはあくまで農業をす
るうえで負担したもののみです。毎年、家庭用
で支払ったものを含めて経費計上する方も見ら
れますので、ご注意ください。

　　農地をすべて貸付、小作料として現金やお米で
受け取る場合は、農業所得ではなく「不動産所
得」として申告が必要になります。その場合、貸
地にかかる固定資産税や土地改良費を負担して
いれば経費となります。

　市民税・県民税は、私たちの日常生活に身近なかかわりをもつ県や市の仕事のための費用を、
住民がその負担能力（所得）に応じて分担し合うという性格の税金です。
　申告の必要な皆さん一人ひとりが自ら所得を申告し、所得に応じた税負担をしていただくこ
とは、すべての方の課税の公平性を維持するために必要不可欠です。
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選挙管理委員会事務局
　　　（９８）３７６７

投票の諸制度をご利用ください
○点字投票
　目が不自由な方は、「点字投票」をご利用くださ
い。各投票所には、点字器が備えてあります。
○代理投票
　身体が不自由などにより自分で候補者の氏名を
書くことができない方は、投票所の係員による
「代理投票」をご利用ください。（ただし、本人が
投票所までおいでいただくことが必要です。）

代理記載制度
　郵便等投票証明書の交付を受けている方で、次
の要件に該当する方は、代理記載により投票を
してもらうことができます。
○利用できる方
 ・身体障害者手帳の交付を受けている方で、身体
障害者手帳に上肢または視覚の障害の程度が「１
級」と記載されている方
 ・戦傷病者手帳の交付を受けている方で、戦傷病
者手帳に上肢または視覚の障害の程度が「特別項
症から第２項症まで」と記載されている方

滞在地での不在者投票
　住所が本市にあって、出張などで長期間他の市
町村に滞在している方は、郵便により滞在地で 
不在者投票をすることができます。詳しくは、
選挙管理委員会までお問い合わせください。

選挙管理委員会事務局
　　（９８）３７６７

選挙公報の配布
　候補者の人物や政見を知っていただくため、選挙
公報を発行します。新聞折り込みにより配布する
ほか、本庁、各支所・出張所、各地区公民館など
市の公共施設に備え付ける予定です。音声版の選
挙公報もありますので、必要な方は選挙管理委
員会までお問い合わせください。

「三ない運動」
　贈らない！求めない！受け取らない！
　政治家の寄附は禁止。有権者が求めることも禁止。
ルールを守って明るい選挙を実現しましょう。
○贈らない
　政治家や候補者などが選挙区内の人に、お中元
やお歳暮などの金品を贈ることは禁じられてい
ます。
○求めない
　政治家や候補者などに選挙区内の人が、お祭り
や集会などの寄附や差し入れなどの金品を求め
ることも禁じられています。
○受け取らない
　政治家や候補者などから選挙区内の人は、祝儀
や餞別などの金品を受け取ってはいけません。

　本市における平成25年１月
４日～ 12月27日までの選挙人
名簿の閲覧状況について、公職
選挙法第28条の４第７項およ
び公職選挙法施行規則第３条の
４の規定により公表します。
 

選挙人名簿の閲覧状況の公表

　平成12年度から県が整備を進めてきたバイパスのうち、
国道400号から294号現道接続部までの区間が完成し、開
通することとなりました。

●開通日時　　　２月16日（日）　午後１時
●今回開通延長　1,000ｍ
●道路幅員　　　15.0ｍ（両側に3.5ｍの歩道）

国道294号小川湯津上バイパス
　　　佐良土工区が開通します

箒橋

なかがわ水遊園
佐良土小学校

法輪寺
●

●

●

国
道
２
９
４
号

国道400号
那
珂
川

箒川

閲　覧
年月日

平成25年
１月30日

平成25年
10月８日

利用目的の
概要

選挙に係る
選挙人の範囲

法人の場合
は、主たる
事務所の所
在地

閲覧申出者の
氏名（法人の場合は、
その名称、代表者又
は管理人の氏名）

宇都宮市
本町10-10

世論調査実
施のための
対象者抽出

第29,30投票区
7人

朝日新聞
宇都宮総局長
白石和之

東京都港区
六本木
6-9-1

世論調査実
施のための
対象者抽出

第４,23,28,
35,39投票区　
　　240人 

㈱テレビ朝日
代表取締役社長
早河　洋

１

２

　　大田原土木事務所整備第一課　　（２３）４１５０ 開通区間



広
報 2014.213

特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

～  一票で　届けるあなたの　熱い声  ～

障害名 等級
両下肢・体幹機能・
移動機能などの障害
心臓・じん臓・呼吸器・
ぼうこう・直腸・小腸
などの機能障害

免疫・肝臓の障害

１級
２級

１級
３級

１級
２級
３級

投票ができる方
　平成６年３月10日以前に生まれた方で、平成25年12月１
日までに大田原市に住民登録し、引き続き住んでいる方

投票所入場券は３月３日（月）から順次発送
　投票所入場券に記載してある投票所をご確認のうえお出か
けください。
　入場券が届かない場合や紛失した場合は、本人と確認でき
ればその場で入場券を再発行し投票ができます。投票所の
係員にお申し出ください。

投票所の変更（右図のとおり）
　第４投票区投票所をを変更します。
　【変更前】　ボランティア活動センター
　【変更後】　トコトコ大田原３階 中会議室
　　　　　　（中央１丁目３番15号）

期日前投票期間　３月３日（月）～８日（土）

期日前投票時間　午前８時30分～午後８時
※期日前投票は、市内のどこにお住まいでも、３カ所いずれ
の場所でも投票ができます。
※投票所入場券の裏面が期日前投票宣誓書（兼請求書）になっ
ていますので、必要事項をご記入のうえ、ご持参ください。
※入場券がお手元に届く前でも、期日前投票所に備えてある
宣誓書を利用して投票ができます。

郵便などによる不在者投票
　歩行が困難な方で、次の要件に該当する方は、事前に選挙管理委員
会で「郵便等投票証明書」の交付を受け、自宅で投票することができま
す。
①身体障害者手帳をお持ちで、右表の障害名について、その等級に該
　当する方
②介護保険の要介護者で要介護５の方
※郵便などによる不在者投票は事前に「郵便等投票証明書」の交付申請
が必要です。すでに、「郵便等投票証明書」をお持ちの方の投票用紙
の請求は、３月５日（水）までです。詳しくは、選挙管理委員会まで
お早めにお問い合わせください。

大田原市長選挙・市議会議員補欠選挙
《投票日  ３月９日（日）   投票時間  午前７時～午後８時》選挙

市民ロビー

入　口

支所
エレベーター

駐車場

市  

道  

西  

崖  

線

駐
車
場

事務室 期日前
投票所

黒  羽  庁  舎

仮設庁舎Ｂ棟

仮設庁舎Ａ棟

東
別
館

期日前投票所

ホ
ー
ル

総合文化会館１階

旧本庁舎

議
会
棟

南
別
館

③社会福祉協議会黒羽支所会議室②湯津上庁舎１階102会議室①総合文化会館１階第１会議室
期日前投票所案内図

《第４投票区投票所 案内図》

《 ３階 》

住吉郵便局住吉郵便局

【旧投票所】
ボランティア
活動センター

【旧投票所】
ボランティア
活動センター

愛月堂

県北健康福祉センター県北健康福祉センター

トライアル

   聖家幼稚園   聖家幼稚園

市営立体駐車場市営立体駐車場

【新投票所】
トコトコ
大田原

【新投票所】
トコトコ
大田原

投票所
大会議室

小会議室小会議室
視聴覚室

つどいの広場キッズ
タウン

ふれあい
広場

エレベーターエレベーター

《トコトコ大田原 館内図》

期日前
投票所
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　「広報おおたわら」に対する市民の皆さんのご意見
などを基にして、より良い紙面をつくるため、「広報
おおたわらモニター」を募集します。
●内容　「広報おおたわら」に対する評価、要望、意

見などをお聞きします。
※会議への出席は、４月１日の委嘱状交付、説明会
のみ。要望、意見は郵便またはメールで送付。
●任期　　　４月１日から１年間
●応募資格　市内にお住まいの20歳以上の方
●募集人員　10人
●応募方法　２月28日（金）までに電話で申し込み
　　　情報政策課　　２階　　（２３）８７００

　人権擁護委員は、国民に保障されている基
本的人権を擁護し、自由人権思想の普及高揚
を図るため、法務大臣から委嘱されます。国
民の基本的人権が侵犯されることのないよう
に監視し、もし侵犯された場合には、その救
済のため、速やかに適切な措置を取るととも
に、常に自由人権思想の普及高揚に努めるこ
とを使命としています。
　平成26年１月１日付けをもって、次の方
が委嘱されましたのでお知らせします。
　 　室井  祐之  氏（再任　南金丸）
　　総務課　　２階　　（２３）１１１１

人権擁護委員の委嘱

消防本部総務課　　（２２）３００４
黒羽分署　　　　　（５４）１１４４
湯津上分署　　　　（９８）３２３５

春季全国火災予防運動 ３月１日（土）～７日（金）
「消すまでは 心の警報  ＯＮのまま」

■消防団員募集
　大田原市消防団では、随時消防団員を募集し
ています。12月１日現在、907名の消防団員が
在籍していますが、未だ132名の欠員があり、
消防団員が不足しています。
　消防団員は、仕事を持つ傍ら、仲間と共に災
害に立ち向かい、自分たちの街を災害から守っ
ています。消防団は、地域の皆さんとともに、
地域の安全と安心のために、活動しています。
消防団では皆さんの力を、仲間を求めています。
一緒に活動しませんか。

住宅防火対策の推進
放火火災・連続放火火災防止対策の推進
林野火災予防対策の推進

 〈３つの重点目標〉

■防火思想を高めるためサイレンを吹鳴します
●期間　３月１日（土）～７日（金）
●時間　午前７時、午後６時（15秒間）

消防本部予防課　　（２２）３０１６
黒羽分署　　　　　（５４）１１４４
湯津上分署　　　　（９８）３２３５

　火災が発生しやすい時季を迎えます。火災予防
思想の一層の普及を図り、火災の発生を防止し、
高齢者などを中心とする死者の発生を減少させる
とともに、財産の損失を防ぎましょう。

①性別にとらわれない能力活用や女性の
職域拡大
②仕事と家庭、その他の活動との両立支援
③男女の人権に配慮し、ともに働きやす
い職場環境づくり
④その他、男女がともに参画できる社会
づくりに向けての積極的な取組

広報おおたわらモニター募集

　本市では、男女が互いを尊重し、責任を分か
ち合い、その個性と能力を発揮できる働きやす
い職場づくりに取り組んでいる市内事業者を称
えるための表彰制度を設け、従業員に対して配
慮の行き届いた職場づくりを積極的に行ってい
る、次の事業者が受賞されました。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

【株式会社アイ電子工業】
◇所在地　大田原市美原３丁目3323-12
◇業種　　民生用機械器具製造
◇取組内容
 ・育児、介護休業に関する規則の設置により、県内中小
企業では初めて、栃木労働局より次世代育成支援対策
推進法に基づく「基準適合一般事業主」の認定
 ・産業カウンセラーによる研修とカウンセリングを実施

【富士通モバイルフォンプロダクツ株式会社】
◇所在地　大田原市下石上1388
　　　　　（富士通那須工場内）
◇業種　　携帯電話の製造、フィールド修理
◇取組内容
 ・社内人権相談窓口の設置
 ・新入社員・中堅層・幹部社員等の各階層別に人権研修
を実施
 ・禁煙、分煙の取り組み
 ・社員全員を対象に定期職場巡回面談を実施

　　  平成25年度
男女共同参画推進事業者表彰

政策推進課　　２階　　(２３)８７０１

表彰基準
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●場所　那須与一伝承館多目的ホール
●演題　「那須神社境内の価値を次世代へ伝えるために
　　　　　-おくのほそ道の風景地の名勝指定の意義について-」
　　　　 本中眞氏（文化庁文化財部記念物課主任調査官）
　　　　「那須神社本殿の建築的特徴」
　　　　 高宮  知美  氏（伊藤平左衛門建築事務所）
●定員　160名（先着順）　●参加費　無料
●その他　講演会の前に記念式典を行います。
　　　　　与一太鼓の演奏、金丸小学校児童も出演する
　　　　　那須神社永代々神楽が奉納されます。
●申込方法　２月10日（月）から下記へ電話で申し込み

　　　文化振興課　　　（９８）３７６８

平成26年度
大田原市臨時職員（身体障害者手帳の交付を受けている方）募集

●募集職種・募集人数　事務補助　若干名
●募集要件
　身体障害者手帳の交付を受けている方で、職員
の介助なしに事務従事・通勤が可能な方
●職務内容
　事務補助一般(窓口案内業務、郵便物発送業務、
データ入力業務、文書作成業務など)
●勤務条件など
①勤務場所　市役所仮設庁舎などの公共施設
②勤務時間　平日の午前８時30分～午後５時15分
※配属先によっては、勤務日や勤務時間が異なる
場合があります。
③賃金　原則として日額6,000円
　　　　(通勤賃金加算あり)
④保険　原則として健康保険、厚生年金保険、雇
用保険加入
●登録から任用まで
　募集要件に該当する方は、登録台帳に登録さ
れ、その中から書類審査、面接などを経て必要
に応じて任用されます。

※台帳に登録されても必ず任用されるとは限りません。
●任用期間
　６カ月以内(６カ月経過後、さらに６カ月以内
で更新する場合があります。)

●応募方法
　２月３日(月)～ 28日(金)の期間に、総務課人
事係まで直接または郵送で申し込み
※平日の午前８時30分～午後５時15分
※郵送の場合は２月28日(金)までの消印有効
●応募に必要な書類など
①平成26年度臨時職員登録票(身体障がい者用)
②写真(帽子をとって正面から上半身を写したも
の、縦３cm×横３cm)
③身体障害者手帳の写し(氏名、生年月日、障害
の級別、障害名が記載された部分)
※②、③を総務課に持参し、その場で配布する①
の用紙にご記入ください。
※募集のお知らせは、市ホームページにも掲載し
ますので、①の用紙はホームページから印刷し
て記入しても結構です。
※郵送の場合は、封筒の表に「臨時職員応募」と朱
書きし、①の書類に②の写真を貼付して、③を添
えて郵送してください。

　　　大田原市総合政策部総務課人事係
　〒３２４－８６４１　大田原市本町１－４－１
　　　　０２８７(２３)８７０２

募集

　那須神社は、古くから金丸八幡宮として武家の崇敬を集めた古社であり、那須
与一が戦勝祈願を行ったとも伝えられています。このたびその価値が認められ、
建造物として市内で初めて国の重要文化財指定を受けることになりました。
　また、那須神社境内(八幡宮)は、芭蕉が「おくのほそ道」を記した一群の名所で
あり、今なお往時の雰囲気と遺風を伝える風景地として、名勝指定を受けること
となりました。これらを記念して下記のとおり記念講演会を開催します。

那須神社に伝来した太刀や鰐口などの名宝を
特別展示します。
●期間　３月15日（土）～３月31日（月）
●場所　那須与一伝承館
●展示資料
 ・太刀 銘 弘綱　１振　鎌倉時代　県文
 ・銅製鰐口 １口 文和４年（１３５５）　県文
 ・銅製鰐口 １口 天正５年（１５７４）　県文
 ・本殿銅板銘板
　　　　１枚 寛永18年（１６４１）　国重文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　など

　　那須与一伝承館　　（２０）０２２０

那須神社 国重要文化財指定記念・
　　おくのほそ道の風景地国名勝指定記念事業

那須神社宝物の特別公開

記念式典・記念講演会
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日
菜
乃

那
珂
川
の 

川
風
に
の
れ 

ギ
ン
ヤ
ン
マ

川
西
小  　

根
橋　

和
那

ひ
ま
わ
り
に 

笑
顔
似
て
い
る 

お
か
あ
さ
ん

黒
羽
小 　
　

弓
座 

有
恵

■
中
学
１
年
生
の
部
■

最
優
秀
賞

は
ち
ま
き
の 

応
援
団
長 

玉
の
汗

湯
津
上
中　

花
塚 

浩
紀

優
秀
賞

い
わ
し
雲 

大
き
な
空
を 

泳
い
で
る

大
田
原
中　

飯
塚 

瑞
稀

空
の
海 

泳
い
で
い
く
よ 

い
わ
し
雲

大
田
原
中　

阿
藤 

結
衣

風
鈴
の 

音
色
は
空
の 

音
楽
隊

親
園
中　
　

益
子 

成
美

柿
の
実
が 

夕
日
に
染
ま
る 

帰
り
道

黒
羽
中　
　

遠
藤 

匠
真

友
の
顔 
日
焼
け
し
た
あ
と 

勇
ま
し
く

黒
羽
中　
　

五
月
女 

愛

■
中
学
２
年
生
の
部
■

最
優
秀
賞

夕
方
に 

稲
妻
一
閃 

割
れ
た
空

金
田
北
中　

岡
本 

和
也

優
秀
賞

蝸
牛 

荷
物
背
負
っ
て 

ど
こ
行
く
の

若
草
中　

喜
多
村 

祐
希

夏
の
日
の 

思
い
出
ひ
し
め
く 

日
記
帳

若
草
中　
　

田
村 

詩
奈

雨
上
が
り 

紅
葉
に
雫 

乱
反
射

金
田
北
中　

大
島 

美
宇

ギ
ン
ギ
ン
と 

太
陽
が
鳴
く 

夏
の
空

野
崎
中　

平
久
井 

駿
介

う
ろ
こ
雲 

明
日
は
晴
れ
か
な 

帰
り
道

黒
羽
中　
　

平
山 

柊
斗

■
中
学
３
年
生
の
部
■

最
優
秀
賞

日
焼
け
し
た 

黒
パ
ン
み
た
い 

友
の
顔

若
草
中　

相
馬 

友
理
子

優
秀
賞

思
い
出
を 

麦
藁
帽
子
に 

つ
か
ま
え
た

大
田
原
中 

朝
野 

萌
々
子

日
焼
け
し
た 

笑
顔
が
何
よ
り 

ま
ぶ
し
く
て

大
田
原
中 　

伊
藤 

笑
果

思
い
出
と 

同
じ
数
だ
け 

蚊
に
刺
さ
れ

大
田
原
中 　

栗
原 

智
紀

の
ぼ
り
ゆ
く 

入
道
雲
は 

滝
の
よ
う

若
草
中　
　

曾
田 

優
人

虹
見
る
と 

心
の
雲
が 

晴
れ
る
ん
だ

若
草
中　
　

平
山 

晴
香

黒
羽
芭
蕉
の
里
子
ど
も
俳
句
大
会

　

市
内
の
小
・
中
学
生(

小
学
生
は
４
年
生
以
上)

を
対
象
と

し
、
３
８
１
０
句
の
投
句
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
選

ば
れ
た
優
秀
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

作
品
は
２
月
３
日
か
ら
約
１
年
間
、
黒
羽
芭
蕉
の
館
研
修

室
に
展
示
さ
れ
ま
す
。

　
　

文
化
振
興
課　

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
８

第26回
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第41回芭蕉の里くろばねマラソン大会成績一覧

２㎞２㎞
■親子ペア（小学１・２年生）

■小学３・４年生  男子

■小学３・４年生  女子

３㎞３㎞
■小学５・６年生  男子

■小学５・６年生  女子

■中学生  女子

■中学生  男子

■高校生  男子

■高校生  女子

■一般  男子

■一般  女子

■60歳以上  男子・女子

■高校生  男子 ■一般  男子
10㎞10㎞

５㎞５㎞

※表示記録は１秒単位。表示上同タイムでも、実測では下記の順位になります。

順位
１
２
３
４
５

選手名
深澤　悟･雫月
疋田孝路･翔大
黒崎和智･泰良
田辺　剛･翼
辻　益美･由良

所　属
市野沢小学校
宇都宮大附属小
黒羽小学校
西原小学校
川西小学校

住所
大田原市
宇都宮市
大田原市
大田原市
大田原市

記　録
 8分10秒
  8分13秒
  9分07秒
  9分11秒
  9分13秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
松山　和希
大島　健介
金澤　宏哉
矢守　峻脩
桑名　碧人

所　属
薄葉小学校
大田原小学校
棚倉駅伝ﾁｰﾑ
韮川小学校
宇都宮中央小

住所
大田原市
大田原市
福島県
群馬県
宇都宮市

記　録
10分37秒
10分53秒
10分59秒
11分06秒
11分13秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
梅村　光理
千葉　彩良
高木　珠奈
桑名くるみ
門井　佑加

所　属
三島小学校
宇田川小学校
三島小学校
宇都宮中央小
西原小学校

住所
那須塩原市
大田原市
那須塩原市
宇都宮市
大田原市

記　録
11分22秒
11分51秒
11分54秒
12分13秒
12分18秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
檜山　一輝
深澤　颯
原　　悠馬
高野　颯斗
松本　涼佑

所　属
よろしく真岡
市野沢小学校
界小学校
西原小学校
薄葉小学校

住所
市貝町
大田原市
佐野市
大田原市
大田原市

記　録
7分42秒
7分46秒
7分54秒
8分10秒
8分13秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
松山　彩香
相澤　希
渡辺　凜花
小森　優姫
関野　思衣

所　属
薄葉小学校
大田原小学校
共英小学校
親園小学校
宇都宮市立錦小

住所
大田原市
大田原市
那須塩原市
大田原市
宇都宮市

記　録
8分21秒
8分24秒
8分32秒
8分36秒
8分42秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
小林　由莉
飯山　香穂
宮原　千尋
石川　愛香
佐藤　麻穂

所　属
大田原中学校
大田原中学校
大田原中学校
黒羽中学校
金田北中学校

住所
大田原市
大田原市
大田原市
大田原市
大田原市

記　録
11分15秒
11分27秒
11分27秒
11分52秒
11分53秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
小髙　悠馬
鈴木　裕野
豊島　聡
江黒　雅樹
福田　純生

所　属
　　  ー
那須高原病院
  　　ー
白岡ＲＣ
落合陸上ｸﾗﾌﾞ

住所
那須町
那須烏山市
那須塩原市
埼玉県
日光市

記　録
16分13秒
16分32秒
16分42秒
17分04秒
17分14秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
深澤　綾乃
白井奈津子
荒木　麻衣
芝田みすず
戸村　知子

所　属
日本女子体育大学
  　　ー
財団職員
Teamおがわ
　　  ー　　

住所
大田原市
那須町
福島県
高根沢町
大田原市

記　録
20分12秒
20分44秒
21分17秒
22分37秒
22分39秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
篠原　要行
大木　巳芳
栗崎　芳盛
鎌田　雄二
藤田　隆

所　属
高萩走友会
ワンワンクロベ
　　  ー
北郷ＲＣ
  　　ー

住所
茨城県
那須烏山市
宇都宮市
大田原市
茨城県

記　録
19分12秒
19分40秒
20分05秒
20分07秒
21分08秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
人見　泰弘
藤田　義敬
髙藤　隼
高久　康明
千葉　俊介

所　属
学習院大学
金子ﾒﾃﾞｨｯｸｽ
東洋大同
ＪＡなすの
ＪＲ東日本

住所
東京都
那須塩原市
埼玉県
那須町
宇都宮市

記　録
32分30秒
34分04秒
35分17秒
35分22秒
36分32秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
須藤　大樹
山岸　史明
加藤　優陽
八重畑龍和
宮村　博騰

所　属
大田原中学校
大田原中学校
大田原中学校
大田原中学校
大田原中学校

住所
大田原市
大田原市
大田原市
大田原市
大田原市

記　録
16分28秒
16分35秒
16分38秒
16分44秒
16分55秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
秋元　皓志
小泉　友輝
佐藤　珠央
村本　一将
益子　樹

所　属
大田原高校
大田原高校
大田原高校
大田原高校
矢板中央高校

住所
那須塩原市
大田原市
大田原市
矢板市
那須塩原市

記　録
32分47秒
33分45秒
33分59秒
34分03秒
35分55秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
森影　明理
藤井瀬里香
高山千紗永
若松　悠翔
森下　遥

所　属
幸福の科学学園
日大東北高校
幸福の科学学園
幸福の科学学園
幸福の科学学園

住所
那須町
福島県
那須町
那須町
那須町

記　録
21分35秒
22分51秒
25分18秒
27分00秒
27分39秒

順位
１
２
３
４
５

選手名
田村　諒馬
門井　秀史
人見　佳
平野　潔範
山本　大貴

所　属
大田原高校
大田原高校
大田原高校
大田原高校
黒羽高校

住所
大田原市
大田原市
大田原市
那須町
大田原市

記　録
16分26秒
16分37秒
16分54秒
17分05秒
17分17秒

　  スポーツ振興課　（５４）２８５８



2014.2 18

☆次回の「健康おおたわら塾」は大田原市のＣＫＤの現状と予防についてです。

ＣＫＤを早く見つけるためには
　自覚症状の乏しいＣＫＤの早期発見に役立つのが、尿中の蛋白質の濃度を調べる「尿検査」と、血液
中のクレアチニン・ｅＧＦＲ（糸球体ろ過量）を調べる「血液検査」の２つです。　
　定期的に健診を受けることが、ＣＫＤの早期発見・早期治療につながります。

【血液検査でわかること】
クレアチニンとは血液中にある老廃物の一種です。
腎臓の働きが悪くなると、尿中に排泄されずに血液中
に溜まっていきます。
ｅＧＦＲとは、腎臓にどのくらい老廃物を
尿へ排泄する能力があるかを示したもの
です。クレアチニン値と年齢から腎臓の
働きをみることができます。

【尿検査でわかること】
健康な人から排泄されたばかり
の尿には蛋白も血液もほとんど
含まれません。
しかし、腎臓や尿路（尿のとお
る管）に病気や身体の異常があ
れば、蛋白や血液など
が尿中に出てきます。

後期高齢者
健診

幼  児 小・中学生 成　人 高齢者

妊婦健診

妊  婦

若年健診腎臓検診
３歳児健診
幼稚園
保育園

尿検査
※

尿
蛋
白
（＋）
以
上

尿検査 尿検査 尿検査
血液検査

尿検査
血液検査

0人 183/894 人
（20.5%）

8/6,270 人
（0.01%）

27/1,338 人
（2.0%）

特定健診

尿検査
血液検査

247/6,638 人
（3.7%）

99/1,757 人
（5.6%）

尿蛋白
尿潜血

クレアチニン
ｅＧＦＲ
尿酸

　大田原市ではＣＫＤ予防・早期発見のために、子どもから大人までライフステージに応じた対策を
行っています。

予防・早期発見のための取り組み

内
容

検
査
項
目

平
成
24
年
度

 

健
診
結
果

健
診
な
ど

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

平成26年度大田原市民健康診査の申し込みが始まりました。
大田原市の健診ではＣＫＤ予防につながる検査項目（尿潜血・尿酸・
クレアチニン・ｅＧＦＲ）を独自に追加しています。
健診を受けて自分の身体の状態を知ってＣＫＤを予防しましょう。

まめに
健康チェック！
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健
康
おおたわら塾

ＣＫＤ（慢性腎臓病）
　　　知っていますか？

もしかしたらあなたもＣＫＤかもしれません

　ＣＫＤとは、『慢性腎臓病』のことを言い、
Chronic（慢性の） Kidney（腎臓） Disease（病気）の略
です。
　慢性的に蛋白尿があるなど、腎機能が低下した
状態を言います。ＣＫＤはいきなり悪くなるという
わけではなく、５～ 30年という長い年月を経て進
行するものなので、慢性腎臓病と言われています。

　ＣＫＤは自分に関係ない…と
思う人も多いかもしれません
が、実は成人の約８人に１人は
ＣＫＤと考えられています。
　腎臓の機能がかなり低下して
いても自覚症状がほとんどない
ため、気づかないうちに病気が
進行していることがあります。
　 悪化すると腎臓の働きが悪く
なり、心臓や血管に負担がかか
り、心筋梗塞や脳卒中などの病
気を引き起こしたり、腎不全に
なり人工透析が必要になる場合
もあります。
　腎臓の働きが悪くなることに
は原因があり、ＣＫＤの発症や
進行には生活習慣が深くかか
わっています。

　  健康政策課　  　１階
　　　　（２３）７６０１

腎臓の働き

　　　ＣＫＤ（慢性腎臓病）の定義
①蛋白尿がでる。
②腎機能低下がある。=ｅＧＦＲ（糸球体ろ
過量）が60ml/分/1.73㎡未満
※①②のどちらか、または両方が３カ月以
上持続する状態をＣＫＤ（慢性腎臓病）と
言います。

　　  老廃物を尿として
　　  体から排泄する！
　身体に不要となった老廃
物を尿として排泄し、血液
をきれいな状態に保ちます。

　　　体内の水分量や
　　　ミネラルを調整する！
　身体の水分や血液中のナト
リウム（塩分）、カリウムなど
の調整をしています。

　　身体に大切な
　　ホルモンを作る！
赤血球をつくる、血圧を調
整する、骨を強くするなど
の働きをするホルモンを
作っています。

１ ２ ３

腎臓は「体を正常な状態に保つ」大切な働きをしてくれています。

腎臓の働きが悪くなると・・

体内に老廃物や毒素がたま
り、人工透析が必要にな
ることもあります。

疲れ、めまい、むくみを感
じることがあります。また、
血液中のカリウムが上
昇すると不整脈にもつ
ながります。

腎臓の働きが悪くなると・・

貧血、高血圧、骨がも
ろくなることがあり
ます。

腎臓の働きが悪くなると・・

□高血圧症である（血圧が高めである）
□糖尿病である（血糖値・ＨｂＡ1ｃが高めである）
□脂質異常症である（ＬＤＬコレステロールが高めである）
□痛風である（尿酸値が高めである）
□肥満である
□喫煙習慣がある
□過去の健診結果（学校検診・妊婦健診・基本健診など）で尿検
査異常（蛋白・潜血）がある
□家族に腎臓病の人がいる（いた）
□急性腎不全・腎盂腎炎などにかかったことがある
□膠原病（関節リウマチ・全身性エリテマトーデスなど）・感染
症・尿路結石・尿路感染症・前立腺肥大にかかったことがある
□薬（痛み止め）やサプリメントなどを常に飲んでいる
□出生体重が2,500g未満である

いくつチェックが付きましたか？チェックが多い人ほど、
ＣＫＤになる危険度が高いと言われています。

ＣＫＤになる危険度をチェックしてみましょう。
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《
４
か
月
児
健
康
診
査
》

　

健
診
対
象
者
減
少
の
た
め
、
黒

羽
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
４
カ
月

健
康
診
査
を
廃
止
し
、
大
田
原

保
健
セ
ン
タ
ー
に
統
合
し
ま
す
。

《
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
》

　

実
施
月
齢
を
見
直
し
、
適
切

な
時
期
に
１
歳
６
カ
月
健
康

診
査
を
実
施
す
る
た
め
、
１

歳
７
カ
月
に
な
る
月
に
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

※

黒
羽
地
区
は
、
１
歳
７
カ
月

〜
９
カ
月
に
な
る
月
を
対
象

と
し
ま
す
。

●
日
程
に
つ
い
て　

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
左
記
窓

口
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま

た
、
健
診
対
象
者
に
は
個
別

通
知
し
ま
す
。

　
　

子
ど
も
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
６
３
４

●
対
象
児
童　

　

平
成

26
年
３
月
１
日
に
お
い

て
、市
内
に
３
カ
月
以
上
住
ん

で
い
て
、今
年
４
月
に
小
・
中

学
校
に
入
学
予
定
の
母
子
・
父

子
家
庭
の
児
童
、ま
た
は
両
親

以
外
の
方
に
養
育
さ
れ
て
い

る
児
童

※

市
税
な
ど
の
滞
納
が
あ
る
場

合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

●
記
念
品

　

子
育
て
チ
ケ
ッ
ト　

７
千
円

●
申
込
方
法

　

２
月
28
日(

金)

ま
で
に
、
左

記
へ
直
接
申
し
込
み(

土
・
日
・

祝
日
を
除
く)

●
配
布
時
期　

３
月
下
旬

※

後
日
、
申
込
者
に
直
接
通
知

し
ま
す
。

　
　
　

子
ど
も
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)
８
９
３
２

　　

３
月
は
、「
自
殺
対
策
強
化
月

間
」で
す
。

　

市
で
は
、自
殺
予
防
対
策
事
業

の
一
環
と
し
て
、心
の
問
題
に
関

す
る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

３
月
５
日(

水)

　

午
後
６
時
30
分
〜

●
場
所　

　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
演
題　
「
オ
ー
ル
１
の
お
ち
こ

ぼ
れ
！
教
師
に
な
る
」

　

〜
い
じ
め
・
引
き
こ
も
り
・

天
涯
孤
独
の
絶
望
か
ら
夢
の

実
現
〜

●
講
師　

宮
本 

延
春 

氏

　

愛
知
県 

私
立
豊
川
高
等
学
校

教
諭

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

３
６
０
名(

先
着
順)

※

当
日
会
場
に
直
接
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
４

　

日
常
生
活
に
お
け
る
万
が
一

の
事
故
に
備
え
、Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い

た
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
救
命
措

置
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
26
日(

水)

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

●
場
所　

大
田
原
地
区
広
域
消

防
組
合
本
部  

２
階
会
議
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
方

●
定
員　

10
〜
30
名(

先
着
順)

●
受
講
料　

無
料

●
申
込
方
法

　

２
月
18
日(
火)
ま
で
に
左
記

へ
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　

健
康
政
策
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
７
０
４

●
日
時　

２
月
11
日(

金)

　

午
後
６
時
〜
８
時

●
場
所

　

那
須
赤
十
字
病
院
マ
イ
タ
ウ

ン
ホ
ー
ル

●
講
演

　
「
緩
和
ケ
ア
の
本
質
と
は
」〜

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
、
死

か
ら
生
と
い
の
ち
を
考
え
る
。

そ
し
て
、
医
療
者
自
身
の
心

の
ケ
ア
〜

●
講
師　

高
宮 

有
介 

先
生

　

昭
和
大
学
医
学
部
医
学
教
育

推
進
室     　

●
定
員　

１
５
０
名

●
入
場
料　

無
料

　
　
　

那
須
赤
十
字
病
院　

　

が
ん
診
療
対
策
推
進
室

　
　
　

(

２
３)

１
１
２
２

●
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

 

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳

未
満
の
児
童

 

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対

象
と
な
ら
な
い
軽
度
ま
た
は

中
等
度
難
聴
の
児
童

 

・
助
成
対
象
児
童
の
属
す
る
世

帯
に
、
当
該
年
度
の
市
県
民

税
所
得
割
の
額
が
46
万
円
以

上
の
者
が
い
な
い
も
の

●
助
成
額　

原
則
と
し
て
、基
準

額
の
３
分
の
２

問　

福
祉
課　
　

１
階

　
　
　

(
２
３)

８
９
２
１

市民サービスの向上につなげるため、有料広告を掲載しています。

平
成
26
年
度 

乳
幼
児
健

康
診
査
の
変
更

ひ
と
り
親
家
庭
の
皆
さ
ん
へ

小
・
中
学
校
新
入
生
に

記
念
品
を
配
布
し
ま
す

普
通
救
命
講
習
会

受
講
者
募
集

心
の
健
幸
づ
く
り
講
演
会

那
須
赤
十
字
病
院

緩
和
ケ
ア
講
演
会

難
聴
児
の
補
聴
器
購
入

費
な
ど
の
一
部
助
成

子
育
て

健
康
・
福
祉

み
や 

も
と      

ま
さ   

は
る

た
か   

み
や     

ゆ
う  

す
け
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特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

建築住宅課　　１階
(２３)８７２４

　

市
で
は
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は「
な
に

か
」特
別
な
こ
と
を
や
る
人
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。認
知
症
に
つ
い
て
正
し

く
理
解
し
、地
域
で
認
知
症
の
方
と

そ
の
家
族
を
見
守
る
応
援
者
で
す
。

あ
な
た
も
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

３
月
２
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

ト
コ
ト
コ
大
田
原

　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室

●
内
容　

認
知
症
の
基
礎
知
識
、

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
役
割
な
ど

●
対
象　

高
校
生
以
上
の
市
民

●
定
員　

50
名(

先
着
順)

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
期
限　

２
月
21
日(

金)

　
　
　

高
齢
者
幸
福
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
９
１
７

　

平
成
26
年
４
月
末
の
口
座
振

替
分
か
ら
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
方
法
と
し
て
、
割
引
額

の
よ
り
大
き
な
２
年
前
納
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

《
２
年
前
納
の
メ
リ
ッ
ト
》

①
２
年
間
で
１
万
４
０
０
０
円

程
度
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

②
２
年
前
納
分
の
全
額
が
そ
の

年
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

③
口
座
振
替
の
た
め
、
納
め
忘

れ
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
申
込
期
限　

毎
年
２
月
末

※
２
年
前
納
は
口
座
振
替
の
み

利
用
で
き
ま
す
。

※

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

大
田
原
年
金
事
務
所

　
　
　

(

２
２)

６
３
１
３

　
　

市
国
保
年
金
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
８

　

４
月
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
が
受
診
す

る
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
に
対
す
る

助
成
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

●
助
成
対
象　

後
期
高
齢
者
の

方
で
、
市
の
指
定
す
る
医
療

機
関
で
受
診
す
る
人
間
ド
ッ

ク
お
よ
び
脳
ド
ッ
ク

※

事
前
申
請
を
し
た
場
合
の
み

●
助
成
対
象
外

　

同
一
年
度
内
に
、
市
の
実
施

す
る
集
団
健
診
や
医
療
機
関

健
診
を
受
診
し
た
方

※

市
の
健
診
を
申
し
込
ん
だ
方

が
、
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
に
変

更
す
る
場
合
は
、
健
診
を
受

け
る
前
に
、
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額

　

人
間
ド
ッ
ク
お
よ
び
脳
ド
ッ

ク
費
用
の
２
分
の
１
以
内

●
そ
の
他　

申
込
方
法
や
医
療

機
関
な
ど
の
詳
細
は
、
広
報

お
お
た
わ
ら
３
月
号
に
折
り

込
む「
国
民
健
康
保
険
医
療
情

報
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

国
保
年
金
課　
　

１
階

　
　
　

(

２
３)

８
８
５
７

●
日
時　

２
月
26
日(

水)

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所

　

大
田
原
東
地
区
公
民
館

●
講
師　

菅
井  
慎
三  
氏

　

ホ
テ
ル
エ
ピ
ナ
ー
ル
那
須

　

総
料
理
長　

●
定
員　

20
名(

先
着
順)

●
費
用　

５
０
０
円（
食
材
代
）

　
　
　

関
東
農
政
局
大
田
原
地

　
　

域
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
３)

５
６
１
１

●
日
時　

３
月
８
日(

土)
 

・
午
前
の
部　

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

 

・
午
後
の
部　

　

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
内
容　

施
設
に
つ
い
て
の
説

明
、
所
内
見
学

●
定
員　

各
25
名

●
申
込
方
法　

　

２
月
20
日(

水)

ま
で
に
左
記

へ
電
話
で
申
し
込
み

　
　
　

黒
羽
刑
務
所
庶
務
課

　
　
　

(

５
４)

１
１
９
１

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
受
講
生
募
集

国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
方
法
と
し
て「
２
年

前
納
」が
始
ま
り
ま
す

後
期
高
齢
者
の
人
間
ド
ッ

ク
な
ど
の
費
用
を
一
部

助
成
し
ま
す

関
東
農
政
局
大
田
原
地
域
セ
ン
タ
ー

｢
し
も
つ
か
れ
料
理
体
験｣

黒
羽
刑
務
所

施
設
参
観
者
募
集

市営住宅の空き状況

■申込方法　
市営住宅は低所得者および住宅困窮者を対象とした住宅であり、申し込みには
各種要件があります。事前に入居資格など建築住宅課で確認・相談の上、必要
書類を添えてお申し込みください。     
※申し込みは先着順ですので、上記住宅が空いていない場合もあります。

団地名

実取団地

若草団地

佐久山団地

中田原団地

旭ヶ丘団地

大豆田団地

実取

若草１丁目

佐久山

中田原

八塩

大豆田

中層耐火
３階建て

16,600 ～
　　　27,200円
14,500 ～
　　　29,500円
3,500 ～
　　　8,700円
3,500 ～
　　　11,200円
3,600 ～
　　　8,300円
15,100 ～
　　  22,500円

中層耐火
４階建て
簡易耐火
平屋
簡易耐火
平屋
簡易耐火
平屋
中層耐火
３階建て

３DK

３DK

２～３DK

２～３DK

２～３K

３LDK

3

1

3

16

7

1

所 在 構 造 間取り 空き戸数 家賃月額
(平成26年１月20日現在)
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●
日
時　

３
月
13
日（
木
）　

　

午
前
９
時
〜
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

大
田
原
東
地
区
公
民
館

●
対
象　

市
内
在
住
者　

●
募
集
人
数　

30
名

　
（
先
着
順
で
す
が
初
め
て
参
加

す
る
方
を
優
先
し
ま
す
。）

●
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾

●
参
加
費　

１
人
２
０
０
円

　
（
材
料
費
と
し
て
）

●
申
込
方
法　

２
月
17
日（
月
）

午
前
９
時
か
ら
、
左
記
へ
電

話
で
申
し
込
み

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　
　

市
生
活
環
境
課  　

１
階

　
　
　
（
２
３
）８
８
３
２

問　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会

　
　

会
長　

菊
池　

　
　
　
（
２
２
）６
１
９
４

　

皆
さ
ん
が
趣
味
で
創
作
し
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
各
部
門

の
優
秀
賞
作
品
は
、
10
月
に
栃

木
県
で
開
催
さ
れ
る「
第
27
回
全

国
健
康
福
祉
祭
と
ち
ぎ
大
会
」に

栃
木
県
代
表
と
し
て
出
展
し
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
力
作
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集
部
門　

日
本
画
、
洋
画
、

彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

●
出
品
者
資
格　

60
歳
以
上（
昭

和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
）で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

●
出
品
料　

無
料

●
申
込
期
間　

３
月
３
日（
月
）

〜
４
月
11
日（
金
）

※

申
込
書
の
配
布
、
申
込
方
法

な
ど
の
詳
細
は
左
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
福
）と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協

会
事
業
部
事
業
企
画
課

　
　
　

０
２
８（
６
５
０
）３
３
６
６

　
　

市
高
齢
者
幸
福
課　

　
　
　
（
２
３
）３
３
２
７

　　

ひ
な
祭
り
の
時
期
に
合
わ
せ

て
、那
須
家
伝
来
の
雛
人
形
を
展

示
し
ま
す
。江
戸
時
代
に
名
門
那

須
家
で
用
い
ら
れ
た
雛
人
形
の

風
格
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
期
間　

２
月
11
日（
火
）〜

　

３
月
９
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

※
休
館
日
：
毎
月
第
２
・
４
月
曜

　
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館

●
展
示
品　

那
須
家
雛
人
形
な
ど

●
観
覧
料　

　

高
校
生
以
上

　

…

３
０
０
円

　

中
学
生
以
下

　

…

無
料

【
関
連
事
業
】

　

ひ
な
祭
り
期
間
特
別
企
画

　｢

古
布
と
和

-

つ
る
し
雛
飾
り-

展｣

　

つ
ぼ
み
会（
代
表
・
布
川 

み
ち

子 

氏
）の
会
員
の
皆
さ
ん
が
、丹

誠
を
込
め
て
作
成
し
た
つ
る
し

雛
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

●
期
間　

２
月
27
日（
木
）〜

　

３
月
９
日（
日
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
（
最
終
入
館
は
午
後
４
時
30
分
）

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館

　

多
目
的
ホ
ー
ル

●
観
覧
料　

無
料

●
展
示
品

 

・
つ
る
し
雛 

 

・
染
物

　

な
ど
手
芸
品
１
７
０
点
を
展
示

　
　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０　

　

消費生活センター情報 ≪劇場型勧誘トラブルにご注意！≫

　「劇場型」と呼ばれる詐欺的な勧誘によりあやし
い投資の契約などをさせられるトラブルが高齢者
を中心に増えています。最近は手口が巧妙にな
り、より悪質になっています。
劇場型勧誘の手口
　劇場型の典型例として、まず消費者の自宅にＡ
社という販売会社のパンフレットや申込書が封筒
で発送されます。その後、勧誘業者であるＢ社が
「Ａ社の封筒は届いていないか。Ａ社が販売してい
る権利（未公開株、社債など）は大変価値がある
が、封筒が届いた個人しか購入する事が出来な
い。代わりに買ってくれれば、Ｂ社が権利を高値
で買い取る」、または「代理で購入して欲しい。謝
金を支払う」などと勧誘し契約をあおってきます。
　最初のうちは、Ｂ社の話を信用していなくても、
何度も「価値のあるものなので高額で買い取る」と
勧誘を受けたり、公的機関をかたった電話があ
り、「Ａ社は信用できる会社である」と説明された
りするうちに信用してお金を払ってしまい、そし
て結局、Ａ社、Ｂ社ともに連絡が取れなくなり、実

大田原市消費生活センター
大田原市住吉町1‐9‐37　　（２３）６２３６
相談受付　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
※土・日・祝日を除く

質紙切れである権利証券だけが消費者の手元に残
るというものです。複数の業者が登場する事から
劇場型と呼ばれています。
被害に遭わないために
　覚えのない封筒が届き、突然見ず知らずの業者
から買い取ると勧誘されても、すぐに契約するの
は危険です。自社の情報を教えようとしない業者
の話は絶対に信用せず、実態について自ら確認が
できなければ、勧誘を受けた時点ですぐに消費生
活センターに相談しましょう。
　また過去に投資トラブルに遭った人は特に注意
が必要です。「以前の損失を取り戻せる」などと言わ
れても、業者の話を安易に信用するのは危険です。
　変だな、どうしようかなと思ったら、まずは身近
な人や警察、消費生活センターへご相談下さい。

米
粉
パ
ン
作
り
講
座

参
加
者
募
集

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
と
ち
ぎ2014

シ
ル
バ
ー
作
品
展

出
展
作
品
募
集

那
須
与
一
伝
承
館

特
別
展
示

「
那
須
家
の
雛
人
形
」

教
養
・
文
化



広
報 2014.223

特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

職業訓練センター平成26年度受講生募集

■対象　中小企業従業員および地域住民の方
■定員　各講座 20名
■申込方法　２月15日（土）から各講座開講日の２週間前までに

ＦＡＸまたは上記窓口へ直接申し込み
■受付時間　午前９時～午後５時
　　　　　　（日・月（祝日の場合火曜日）・祝日・年末年始を除く）
※定員になり次第締め切ります。
　定員の１/２に満たない場合でもできるかぎり実施します。

大田原地域職業訓練センター
大田原市本町1‐２８０５‐３
　　（２３）４５００　　（２０）２１２１

講 座 名 受 講 料 実 施 日 程 時 間 講 座 内 容

認
　
定
　
外
　
訓
　
練

パ
　
ソ
　
コ
　
ン
　
講
　
座

簿 記 入 門

竹 工 芸（Ａ）

竹 工 芸（Ｂ）

12,000円

12,000円

12,000円

12,000円

9,000円

12,000円

12,000円

9,000円

15,000円

9,000円

12,000円

9,000円

12,000円

9,000円

9,000円

9,000円

15,000円

9,000円

9,000円

9,000円

12,000円

1,500円

４月19日（土）～５月17日（土）
４回

基本操作を学び
文章を作成

基本操作を学び実務に
いかせる文書作成法を学習

図形の取り込みなどの
応用文書を学習

関数を利用して表作成を学習

デザインが良く見える
チラシやPOP作成方法を学習

ワード演習に時間をかけ
確実な実力UPを目指す

ワード演習に時間をかけ
確実なスキルUPを目指す

基本操作を学び表を作成

関数の利用、グラフ作成など
仕事にいかせるスキルを学習

関数の利用、グラフ作成など
仕事にいかせるスキルを学習

データベース機能の
活用法を学習

関数の有効な活用法を学習

売り上げデータなどの
分析法を学習

エクセル演習に時間をかけ
確実な実力UPを目指す

エクセル演習に時間をかけ
確実なスキルUPを目指す

プレゼンテーションの
方法を学習

年賀状・案内状を作成

実用的なインターネット
活用法を学習

竹割から作品完成まで
竹工芸の技術習得、向上を目指す

竹割から作品完成まで
竹工芸の技術習得、向上を目指す

簿記の基礎を学習
（日商簿記検定３級合格を目標）

実用的なインターネット活用法
とメールのやりとりを学習

９:30～15:30

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

18:30～21:00

９:30～15:30

９:30～15:30

９:30～15:30

９:30～15:30

９:30～15:30

９:30～15:30

４月22日（火）～５月15日（木）
６回

７月19日（土）～８月23日（土）
４回

10月９日（木）～ 11月11日（火）
８回

８月21日（木）～９月９日（火）
６回

11月８日（土）～ 12月13日（土）
６回

６月12日（木）～７月１日（火）
６回

５月24日（土）～６月14日（土）
４回

５月20日（火）～６月５日（木）
６回

８月30日（土）～９月20日（土）
４回

11月13日（木）～ 12月４日（木）
６回

12月９日（火）～１月６日（木）
６回

１月８日（木）～１月29日（木）
６回

12月20日（土）～１月31日（土）
６回

７月３日（木）～７月24日（木）
６回

７月29日（火）～８月19日（木）
６回

９月11日（木）～ 10月７日（火）
６回

６月21日（土）～７月12日（土）
４回

６月５日（木）～ 10月30日（木）
木曜日/20回

５月15日（木）～２月26日（木）
木曜日/28回

５月16日（金）～２月27日（金）
金曜日/28回

６月10日（火）
１回

ワード2013
基礎コース （土曜）

（土曜）

（土曜）

（土曜）

（土曜）

（土曜）

（土曜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

（平日夜）

ワード2013
基礎コース

ワード2013
応用コース

ワード2013
応用コース

ワード2013
ゆっくりコース

ワード2013
ゆっくりコース

ワード2013応用コース
チラシ

エクセル2013
基礎コース

エクセル2013
基礎コース

エクセル2013
応用コース

エクセル2013応用コース
データベース

エクセル2013応用コース
関数

エクセル2013応用コース
分析

エクセル2013
ゆっくりコース

エクセル2013
ゆっくりコース

インターネット
メールコース

インターネット
コース

オフィス2013応用コース
プレゼンテーション

オフィス2013応用コース
ハガキ

●

●

●

●●
●

◎ 市役所

ガソリンスタンド

スーパー
大田原体育館結婚式場

大田原地域
職業訓練センター

文化会館

紳士服店★

■案内図■
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●
日
時　

２
月
16
日（
日
）

　

午
後
１
時
〜
２
時

●
場
所　

那
須
与
一
伝
承
館
多

目
的
ホ
ー
ル

●
出
演
者

　

大
田
原
ふ
る
さ
と
民
話
の
会

●
演
目（
出
演
順
）

 ･ 

那
須
与
一　
　
　
　 

礒 

由
美
子

 ･ 

へ
そ
つ
き
長
者　

 

　

鍋
谷 

雅
子

 ･ 

川
越
阿
弥
陀
如
来 

　

鈴
木 

玲
子

 ･ 

小
学
生
の
語
り　
　

３
話

 ･ 

雪
ん
子
お
せ
き　

 

　

栗
原 

敏
子

 ･ 

樵
の
斧
と
綾
姫　

 

　

西
崎 

黎
子

 ･ 

か
も
と
り
権
兵
衛　

 

　

村
岡 

ト
リ
子

●
入
場
料　

無
料

問　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　
（
２
０
）０
２
２
０

●
日
時　

２
月
23
日（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

大
田
原
市
ピ
ア
ー
ト

ホ
ー
ル　

●
内
容　

大
正
琴･

謡
曲･
コ
ー
ラ

ス･

民
謡･

日
本
舞
踊･
フ
ラ
ダ

ン
ス･

尺
八･

餅
つ
き
唄　

な
ど

●
入
場
料　

無
料

問　

黒
羽
文
化
協
会
事
務
局　

　
（
文
化
振
興
課
内
）

　
　
　
（
９
８
）３
７
６
８

　

市
で
は
、｢

あ
り
が
と
う
運
動｣

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

｢

あ
り
が
と
う｣

の
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

２
月
15
日（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●
場
所　

湯
津
上
庁
舎

●
内
容　

 
・ ｢
あ
り
が
と
う
川
柳
大
賞｣

表
彰

 
・ 
モ
デ
ル
地
区
の
活
動
、
意
見

発
表

 

・
記
念
講
演　

｢

震
災
・
原
発
事

故
を
通
し
て
子
ど
も
の
教
育

を
考
え
る｣

（
仮
題
）

　

講
師　

西
原
小
学
校　

　

渡
邉 

和
彦 

教
諭

　
（
福
島
県
か
ら
の
派
遣
教
員
）

 

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

　

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
大
人
が
で
き
る
こ
と

●
申
込
方
法

【小
中
学
校
保
護
者
】小
中
学
校

を
通
し
て
申
し
込
み

【地
域
の
方
】　

 

・
事
前
　
左
記
へ
電
話
で
申
し

込
み

 

・
当
日
　
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
先
着
30
名
）

　
　
　

学
校
教
育
課　

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
３

勤労青少年ホーム（ジョイフル館）受講生募集
第１期講座（４月～７月）
■対象　おおむね40歳までの方で、市内在住、在勤、通
学している方を優先します。（大学生可）
■申込方法　右記窓口に直接申し込み
※定員になり次第締切。電話、代理人による申し込み不
可。（定員に満たない場合は随時受付。）
※複数講座受講可（人気講座につきゴルフとヨガは同時

に受講は不可。）　※申込者が５人未満の講座は中止。
■受付期間　３月３日（月）～ 20日（木）
　午後０時30分～８時（土曜・日曜・祝日を除く）
※開館は午後０時30分から
■その他　受講料は無料ですが、教材費のほかに傷害
保険（300円）の加入手続きが必要になります。

　　勤労青少年ホーム　　（２２）６８７８

講座･教室名 講　師 曜日 時　間 回数 定員 開始日 教材費

テニス

茶道

華道

ゴルフ

ヨガ

着付

フィットネス太極拳

パン

料理・菓子

旅行英会話

ベリーダンス

火

火

水

木

金

木

水

木

月

水

金

10

15

12

10

10

12

10

10

10

10

10

25

15

15

15

25

13

15

10

15

15

15

4月8日

4月15日

4月16日

4月17日

4月25日

5月1日

5月7日

5月8日

5月12日

5月21日

7月11日

2,000円

3,000円

9,000円

500円

500円

500円

500円

7,000円

7,000円

500円

500円

午後７時30分～９時30分

午後６時30分～８時30分

午後６時30分～８時30分

午後６時30分～８時30分

午後７時～９時

午後７時～９時

午後７時～９時

午後６時30分～８時30分

午後６時30分～８時30分

午後７時～９時

午後７時～９時

鈴木 幸夫

植竹 宗楽

瀬尾 草萠

田口 博満

中園 美菜子

平山 久子

竹内 祐子

後藤 康子

アーバン 美貴子

中園 美菜子

藤掛 清子･千本 博美

ふれあいの丘講座
《肩こり・腰痛ケア》
●日時　３月16日（日）　午前10時30分～正午
●場所　ふれあいの丘 研修室
●内容　いつでもどこでも気軽にできる運動　
　　　（かんたん体操とストレッチ）
●講師　墨谷 真理江 氏
●参加費　1,500円
《高齢者悪質商法等被害防止講座》
●日時　２月13日（木）　午前10時～正午
●場所　ふれあいの丘 多目的ホール
●内容　佐久山おもいやり隊･くらしの会によ
　　　る寸劇､心理テスト、講話など
●定員　60人
《申込方法（両講座共通）》
　下記まで電話で申し込み　  
※どなたでも参加可。定員になり次第締切。

　　　ふれあいの丘　　（２８）３１３１

■ふれあいの丘 休館日■
２月17（月）～ 26日（水）の間、設備工事および
施設メンテナンス実施のため、休館します。

●定員　20人
※昼食がつきます。　

●参加費　無料

ふ
る
さ
と
の
民
話
を

聞
く
会

黒
羽
文
化
協
会

第
22
回
ス
テ
ー
ジ
部
門

発
表
会「
春
の
会
」

第
２
回

｢

あ
り
が
と
う
運
動｣

の
集
い
in
大
田
原

教
　
育
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子
ど
も
た
ち
へ
の
早
期
か
ら

の
支
援
を
通
し
、
す
べ
て
の
子

ど
も
た
ち
が
楽
し
く
生
き
生
き

と
生
活
で
き
る
社
会
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

３
月
２
日（
日
）

　

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
所　

国
際
医
療
福
祉
大
学

　

Ｏ
棟
１
０
１
教
室

●
演
題「
自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム

の
子
ど
も
へ
た
ち
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
」

●
講
師　

飯
塚 

直
美 

氏

　
（
よ
こ
は
ま
発
達
ク
リ
ニ
ッ
ク

言
語
聴
覚
士
）

●
対
象　

幼
稚
園
・
保
育
園
・
小

学
校
・
中
学
校
の
お
子
さ
ん
を

も
つ
保
護
者
、教
職
員
、大
学

生
、興
味
関
心
の
あ
る
方
な
ど

ど
な
た
で
も
参
加
可

●
定
員　

３
０
０
名

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法

【
各
園
・
各
学
校
の
保
護
者
】

　

２
月
17
日（
月
）ま
で
に
各
園･

各
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
み

【
一
般
】

　

２
月
21
日（
金
）ま
で
に
、下
記

へ
電
話
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー

ル
で
申
し
込
み

※

受
付
時
間
：
午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※

当
日
参
加
も
可

※

乳
児
を
除
く
学
齢
低
学
年
ま

で
の
無
料
託
児
サ
ー
ビ
ス
が

あ
り
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は

２
月
12
日（
水
）ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　

学
校
教
育
課

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
３

　
　
　
（
９
８
）７
１
２
３

　
　
　

gakkou-kyouiku@
　
　

city.ohtaw
ara.tochigi.jp 

　
「
見
直
そ
う
、
家
庭
教
育
〜
子

育
て
の
基
本
は
家
庭
か
ら
〜
」を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
８
日（
土
）

　

午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

大
田
原
市
総
合
文
化

会
館
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

※

事
前
申
し
込
み
不
要

●
講
演

 

・
演
題　
「
子
ど
も
の
自
立
を
考

え
る
〜
大
人
の
暴
力
と
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
〜
」

 

・
講
師　

柳
澤  

邦
夫  

氏

　

前
厚
生
労
働
省
児
童
健
全
育

成
専
門
官
、前
文
部
科
学
省
放

課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
。現
在
は
上
三
川

町
立
北
小
学
校
長　

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

 

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

柳
澤 

邦
夫 

氏

 

・
パ
ネ
リ
ス
ト

　

大
田
原
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議

会
代
表
、
大
田
原
市
内
幼
稚

園
長
、
大
田
原
市
家
庭
教
育

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
代
表

●
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　

貝
塚
美
智
子
と
大
田
原
オ
カ

リ
ー
ナ
、西
原
小
学
校
合
唱
部

問　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

●
募
集
定
員

　

普
通
科　

40
名（
男
女
）

●
出
願
期
間　

　

３
月
12
日（
水
）〜
14
日（
金
）

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

※
３
月
14
日（
金
）は
正
午
ま
で

※
郵
送
の
場
合
は
、
３
月
12
日

（
水
）必
着

●
学
力
検
査
日　

　

３
月
18
日（
火
）　

午
前
９
時

集
合

●
学
力
検
査
内
容

　

国
語
・
社
会
・
数
学
・
理
科
・

外
国
語（
英
語
）お
よ
び
面
接

※

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で

満
20
歳
以
上
の
方
は
、
本
校

校
長
の
判
断
に
よ
り
、
学
力

検
査
を
行
わ
ず
、
作
文
に
よ

る
受
検
に
代
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
合
格
発
表　

　

３
月
24
日（
月
）　

午
前
10
時

●
出
願
書
類

　

出
願
書
類
は
中
学
校
に
あ
り

ま
す
。
出
身
中
学
校
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

※

中
学
校
卒
業
後
５
年
以
上
を

経
過
し
た
方（
平
成
20
年
３

月
以
前
の
卒
業
）、
県
外
中

学
校
出
身
の
方
は
、
本
校
に

ご
請
求
く
だ
さ
い
。

●
出
願
方
法

　

中
学
校
を
経
由
し
て
提
出

※

中
学
校
卒
業
後
５
年
以
上
を

経
過
し
た
方
は
、
志
願
者
本

人
が
直
接
本
校
に
提
出
。

　
　
　

大
田
原
東
高
等
学
校

　
　

〒
３
２
４-

０
０
５
３

　
　

大
田
原
市
元
町
１-

５-

43

　
　
　
（
２
２
）２
８
０
８

第
23
回
生
涯
学
習

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

がんばる中学生を応援！土曜学習室

　市内の中学校では11月～２月の期間で、中学３年生を対象に「土
曜学習室」を開催しています。
　実施方法は学校ごとに異なりますが、先生方
や大学生がボランティアとして学習支援を行っ
ています。
■実施校　
　大田原中学校、金田南中学校、佐久山中学校
■ボランティアティーチャーが協力（金田南中学校）
　金田南中学校では教科担当の先生のほか、市内小学校に勤務する
非常勤講師の先生１名と白鷗大学教育学部の３名の女子大学生がボ
ランティアティーチャーとして参加しています。
　学級委員長の小山田秀誠さんは「受験に向けてみんなで勉強する
とやる気がでます。ボランティアの方がいると、分からないところ
をすぐに教えてもらえるので感謝しています。」と話していました。
　大田原市内の各小中学校では、土曜学習室以外にも、授業外の時
間を有効に活用し学習の補充に取り組んでいます。
　今後も、学校・家庭・地域が手を携えて、子どもたちの学力向上
と健やかな心身の成長を支援していきます。

発
達
障
害
セ
ミ
ナ
ー

〜
す
べ
て
は
子
ど
も
た
ち

　
　
の
未
来
の
た
め
に
〜

問　学校教育課
　 　　（９８）７１１３

平
成
26
年
度
大
田
原
東

高
等
学
校（
定
時
制
課
程
）

生
徒
募
集
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期
間
の
２
倍
か
ら
４
倍
に
相

当
す
る
期
間
内
に
半
年
賦
ま

た
は
年
賦
に
よ
り
返
済
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
奨
学
金
貸
与
申
請
書

②
奨
学
金
貸
与
推
薦
調
書

③
住
民
税
決
定
証
明
書

④
世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し

⑤
合
格
通
知
書
の
写
し

※

①
②
は
教
育
総
務
課
、
市
民

課
、
黒
羽
支
所
総
合
窓
口
課
、

市
内
中
学
・
高
等
学
校
、
近

隣
高
等
学
校
に
あ
り
ま
す
。

●
申
込
方
法　

　

２
月
14
日(
金)

〜
３
月
20
日

(

木)

の
間
に
、
必
要
な
書
類

を
申
請
者
本
人
が
左
記
窓
口

へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

郵
送
不
可（
期
限
厳
守
）

　
　
　

教
育
総
務
課

　
　
　

(

９
８)

７
１
１
１

●
会
場　

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス 

　

ス
キ
ー 

リ
ゾ
ー
ト

●
日
時　

３
月
９
日(

日)
 

・
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分

〜
８
時
45
分

 

・
受
付
場
所　

セ
ン
タ
ー
ハ
ウ

ス
２
階 

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
カ
ウ

ベ
ル(

現
地
集
合)

●
内
容　

　

ス
キ
ー
級
別
テ
ス
ト  

１
〜
５
級

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
級
別
テ
ス
ト

１
〜
５
級

●
講
師　

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟

公
認
指
導
員

●
対
象　

中
学
生
以
上

※

18
歳
以
下
の
方
は
、
保
護
者

の
同
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
参
加
費　

２
０
０
０
円

　

(

講
習
料
、
保
険
料
含
む)

●
検
定
料

　

ス
キ
ー　

１
級 

４
０
０
０
円

　
　
　
　
　

２
級 

３
０
０
０
円

　
　
　
　
　

３
級 

２
５
０
０
円

　
　
　
　
　

４
級 

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　

５
級 

１
５
０
０
円

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

　
　
　
　
　

１
級 

３
０
０
０
円

　
　
　
　
　

２
級 

２
０
０
０
円

　
　
　
　
　

３
級 

１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

４
級 　

７
０
０
円

　
　
　
　
　

５
級　

 

７
０
０
円

●
申
込
方
法　

　

参
加
費
お
よ
び
検
定
料
を
添

え
て
２
月
22
日(
土)

ま
で
に

左
記
へ
申
し
込
み

　
　
　

太
陽
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

(

２
２)

５
４
９
５

　
　
　

奈
良
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　

(

２
２)

２
６
７
０

●
資
格

 

・
本
市
市
民
の
被
扶
養
者
で
経
済

的
理
由
に
よ
り
修
学
困
難
な
方

 

・
学
校
教
育
法
の
規
定
に
基
づ

く
高
等
学
校
、高
等
専
門
学

校
、短
期
大
学
、大
学
、大
学
院

に
入
学
予
定
、ま
た
は
在
学
し

て
い
る
方(

各
種
専
修･

専
門

学
校
は
除
く)

 

・
品
行
が
正
し
く
、学
業
が
す
ぐ

れ
、か
つ
身
体
が
健
康
な
方

 

・
本
市
に
住
所
を
有
す
る
連
帯
保

証
人(

２
名
、う
ち
１
人
は
別
世

帯)

を
付
す
こ
と
が
で
き
る
方

 

・
貸
与
月
額
６
万
円
の
場
合
は
、

ほ
か
の
機
関
か
ら
奨
学
金
ま

た
は
そ
れ
に
類
す
る
も
の
の

貸
与
を
受
け
て
い
な
い
方

●
貸
与
額

　

【高
等
学
校
、高
等
専
門
学
校
】

　

月
額
１
万
２
０
０
０
円

　

【短
期
大
学
、大
学
、大
学
院
】

 

・
自
宅
通
学　
　

月
額
２
万
円

 

・
自
宅
外
通
学 

月
額
４
万
円
ま
た
は
６
万
円

※

す
べ
て
無
利
子

●
貸
与
期
間

　

在
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修

業
期
間

●
返
済

　

貸
与
の
終
了
し
た
翌
月
か
ら

１
年
を
経
過
し
た
後
、
貸
与

市スポーツ振興課　　(２２)８０１７
※問い合わせのみ

剣道教室参加者募集

柔道教室参加者募集

平
成
26
年
度

奨
学
生
募
集

■対象　原則として、平成26年度において、小学校
　　　　１年生以上の児童　　　　　

■申込期限　３月31日（日）
※募集要項・申込書は県北体育館にあります。

■開催期間　４月～平成27年３月
■対象　小学生以上
■定員　各教室50人
■申込方法　各教室にお問い合わせ

ください。
　　　　　　各教室とも定員になり

次第締め切ります。

教 室 名

教 室 名 練習日時 練習場所 費　用 問い合わせ

練習日時 練習場所 費用 募集人数 申し込み･問い合わせ

大田原教室 毎週水･金曜日
午後６時30分～８時

大田原体育館
大田原市武道館

月額 1,500 円 30 稲村 宗一 　　(２２)２１０１
　 http://daiken.e-nasu.net/

親園教室 毎週火･木･土曜日
午後６時30分～８時

親園中学校
武道館

月額 2,000 円 15 平山 正彦　　(２８)０５５９

ス
ポ
ー
ツ

大田原教室

金田教室

市野沢教室

湯津上教室

黒羽教室

毎週火･土曜日
午後６時30分～８時30分

年額15,000円
(父母の会会費)

熊田 九二雄
　  080(6513)9203

小森 次夫
　  (23)3272

鈴木 廣志
　  090(2727)6739

石沢 進
　  (98)2074

和家 良一
　  (54)0299

年額12,000円
(父母の会会費)

年額12,000円
(父母の会会費)

年額6,000円
(父母の会会費)

年額6,000円

毎週火･金曜日
午後７時30分～９時

毎週火･金曜日
午後７時～９時

毎週木･土曜日※
午後７時30分～８時30分

毎週水･土曜日
午後６時30分～８時30分

※湯津上教室の土曜日の練習は、
　午後７時開始となります。

大田原市武道館

羽田小学校体育館

金田北中学校体育館

湯津上中学校体育館

黒羽体育館武道場

ス
キ
ー･

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

バ
ッ
チ
テ
ス
ト

参
加
者
募
集
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特
　
集

子
育
て

健
康
・
福
祉

く
ら
し

年
金
・
国
保

教
養
・
文
化

教
　
育

ス
ポ
ー
ツ

税

産
　
業

イ
ベ
ン
ト

地
域
の

ひ
ろ
ば

ト
ピ
ッ
ク
ス

健
康

お
お
た
わ
ら
塾

収納対策課　　１階
（２３）８７０３

　

２
月
８
日（
土
）、
９
日（
日
）

に
県
北
体
育
館
で
ブ
レ
ッ
ク
ス

vs
つ
く
ば
の
公
式
戦
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

会
場
で
は
、
大
田
原
グ
ル
メ

と
ブ
レ
ッ
ク
ス
グ
ル
メ
を
味
わ

え
ま
す
!!

　

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
、

み
ん
な
で
リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ

ク
ス
を
応
援
し
よ
う
!!

　
　

商
工
観
光
課　
　

２
階

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
９

●
訓
練
期
間

　

４
月
１
日
〜
平
成
27
年
３
月

20
日（
１
年
間
）の
平
日

●
訓
練
時
間　

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
訓
練
場
所　

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
チ

　
（
那
須
塩
原
市
一
区
町
１
０
５‐

８
９
）

●
対
象　

平
成
25
年
度
に
高

校
・
大
学
卒
業
後
未
就
職
者

で
、
将
来
の
進
路
・
就
職
先

が
決
ま
ら
な
い
、
就
職
活
動

の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
方

●
内
容

　

就
職
を
目
指
し
て
い
く
た
め

の
１
年
間
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
。
座
学
と
実
習
を
組
み
合

わ
せ
た
授
業
で
、
能
力
だ
け

で
な
く
意
欲
を
も
っ
て
就
労

で
き
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

●
定
員　

20
名

●
費
用　

月
額
２
万
円

●
申
込
方
法　

　

３
月
20
日（
木
）ま
で
に
、
左

記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
願

書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド（
願
書
の

郵
送
も
可
）し
、
必
要
事
項
を

記
入
し
て
申
し
込
み

　
　
　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ャ
リ
ア

　
　

コ
ー
チ

　
　
　

０
２
８
７（
４
７
）５
２
０
０

　
　
　

http://w
w
w
.nc-coach

　
　
　

.com
/

●
内
容　

　

じ
ゃ
が
い
も
の
種
ま
き
か
ら

収
穫
ま
で
の
作
業
体
験

●
日
時

①
播
種
作
業

　

３
月
23
日（
日
）午
前
９
時
〜

②
草
取
り
作
業

　

５
月
18
日（
日
）午
前
９
時
〜

③
収
穫
作
業

　

６
月
29
日（
日
）午
前
９
時
〜

●
場
所　

倉
骨
地
内
圃
場

●
定
員　

20
名

●
参
加
費　

１
０
０
０
円

※

詳
細
は
後
日
参
加
者
に
連
絡
。

●
申
込
方
法　

　

２
月
17
日（
月
）午
前
８
時
30

分
か
ら
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
住
所
・
氏
名
・
生
年
月

日
・
電
話
番
号
を
明
記
の
う

え
、
左
記
へ
申
し
込
み

※

定
員
に
な
り
次
第
締
切

　
　
　
（
公
財
）大
田
原
市
農
業

　
　

公
社

　
　
　
（
２
３
）４
８
３
４

　
　
　
（
２
３
）４
８
５
７

　

　

リ
ン
ク
栃
木
ブ
レ
ッ
ク
ス

大
田
原
Ｄ
Ａ
Ｙ

農
業
体
験
特
別
コ
ー
ス

じ
ゃ
が
い
も
作
り

参
加
者
募
集

平
成
26
年
度 

就
職
カ
レ
ッ
ジ
受
講
生

募
集

●公売財産の概要
公告番号 所　　在

大田原市堀之内字外出
大田原市堀之内字外出

地番/家屋番号 地目/種類 地積/床面積 見積価額

4,841,000円 490,000円

公売保証金 備　考

一括公売

●公売（入札）の日時・場所
 ・日時　３月11日（火）　午前10時～ 10時30分　　　　　・場所　大田原市役所　仮設庁舎B棟２階会議室

市税の滞納処分として差押えた不動産を競争入札で公売（売却）します。

●公売の参加条件および注意など　　
◎入札に際し公売保証金、印鑑、運転免許証など本人
確認ができるものが必要です。

　また、代理で参加する場合には、委任状が必要とな
ります。

◎公売財産の権利移転にかかる登録免許税などは買受
人の負担になります。

◎不動産の概要は、登記簿上の表示であり、入札前に
あらかじめ公売財産の現況を確認し、関係公簿など
を閲覧した上で、入札してください。

◎期日までに滞納者が滞納金額を完納した場合、公売
は中止となります。

◎入札前に公売の説明を行いますので、公売（入札）開

始時刻の20分前（午前９時40分）にご来場ください。
◎公売保証金の納付期限は入札終了時刻の15分前（午
前10時15分）となります。

◎公売不動産の境界確認が必要な場合は、買受人が
行ってください。

◎落札した不動産について、現地引渡しは大田原市で
は行いませんのでご了承願います。

424.42㎡
124.76㎡

531番14 宅地
居宅

公告第162号

税

【不動産公売中止のお知らせ】
広報おおたわら１月号26ページに掲載の農地の不
動産公売（公告第159号）は中止となりました。

産
　
業

不動産公売のお知らせ
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　この作品は那珂川河川公園に設置された３つ
の彫刻のうち一番北に位置しています。
　お椀を伏せておいたような形の石とそれを半
分くらいの高さに削ったような石の２つの石に
分かれていて、それぞれの石は独立しています。
表面は両方とも、特大の彫刻刀で荒く面取りを
したようなゴツゴツとした仕上がりで、作品の

足元のあたりに
は長方形のトン
ネルがあり、その
トンネルのちょ
うど真ん中から
半分をふさぐよ
うに石の柱が貫
通しています。
　作品の題になっ

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が原
国際彫刻シンポジウム」で公
開制作、設置された作品とそ
の作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

64

前田　耕成　　日本　　2006年 　　文化振興課　　　（９８）３７６８

ている境界とは「人間社
会において個々が共存し
ていける環境」を考えた
場合に出てくる「お互い
に踏み込んではならない
境界」であり、「これを超
えた時は共存の環境が壊
れてしまい、人間社会の破綻につながる」と作者は
いっており、それを表現しようと試みたようです。
　距離を置いてみると１つの環境を彩る一対の作
品ですが、近くで見てみると石の位置や形が違っ

て、なるほど、境界線が
ぼんやり見えてくるよ
うな気がします。

　作者は東京都生まれ
の前田耕成氏。1975年に
多摩美術大学大学院を
修了、1978年から1980年
までイタリア政府給費
留学生を経験しました。

前田  耕成  氏前田  耕成  氏

設置場所案内図（★印）

佐
竹
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今
回
は
、
当
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
大
関

家
文
書（
黒
羽
藩
主
大
関
家
伝
来
の
文
書
群
）

の
う
ち
、
戦
国
時
代
の
佐
竹
義
重
起
請
文
を

紹
介
し
ま
す
。

　

天
正
11
年（
１
５
８
３
）２
月
、
那
須
勢
は

佐
竹
勢
と
戦
闘
に
及
び
ま
し
た
。
那
須
氏
の

軍
事
的
傘
下
に
あ
り
つ
つ
も
、
一
定
の
自
立

的
性
格
を
有
し
て
い
た
黒
羽
城
主
大
関
氏

は
、
佐
竹
氏
優
位
な
状
況
下
、
佐
竹
義
重
と

単
独
講
和
を
結
び
ま
す
。
当
時
の
大
関
氏
当

主
は
美
作
守
清
増（
高
増
二
男
）で
し
た
。
本

起
請
文
は
こ
の
講
和
の
際
に
作
成
・
授
受
さ

れ
た
も
の
で
、
熊
野
那
智
大
社
で
発
行
さ
れ

た
牛
玉
宝
印
と
い
う
護
符
の
裏
に
本
文
が
書

か
れ
、
発
給
者（
佐
竹
義
重
）の
署
名
の
下
に

血
判
花
押
が
据
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
文
を
読
み
下
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
　
　
起
請
文

一
つ
、今
度
誓
書
を
以
て
、猶
向
後
無
二
馳
走

有
る
べ
き
の
由
、
祝
着
の
至
り
に
候
事
、

一
つ
、其
方
抜
き
ん
で
、表
裏
無
く
、当
方
へ

忠
信
致
さ
ば
、義
重
に
於
い
て
も
如
在
有
る

べ
か
ら
ざ
る
事
、

若
し
此
の
義
偽
る
に
於
い
て
は
、上
は
梵
天
・

帝
尺
・
四
大
天
王
、下
は
堅
牢
地
神
・
熊
野
三

所
大
権
現
・
日
光
三
所
権
現
・
当
国
鹿
嶋
大
明

神
・
八
幡
大
菩
薩
・
愛
宕
大
権
現
、惣
じ
て
日

本
国
中
大
小
神
祇
、則
ち
御
罰
を
蒙
る
べ
き

者
な
り
、仍
っ
て
件
の
如
し
、

天
正
十
一
年
五
月
十
日
　
義
重（
血
判
花
押
）

　
　
　
　
大
関
美
作
守
殿

　

大
関
氏
が
那
須
氏
・
佐
竹
氏
に
両
属
す
る

道
を
選
択
し
た
こ
と
を
物
語
る
き
わ
め
て
重

要
な
史
料
で
、
大
田
原
市
指
定
有
形
文
化
財

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
史
料
は
当
館
大
関
記
念
室
に
て
展
示
中

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　

黒
羽
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の
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５
４
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１
５
１
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の
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ろ
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し
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ホテル花月

那珂橋
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【初心者天文講座】

　ふれあいの丘天文館  　（２８）３２５４
検 索詳しくは ふれあいの丘天文館

●対象　一般（中学生以下は保護者同伴）
●定員　各観望時間につき15名
●参加費　小中学生1名100円、大人1名300円
●申込方法　開館日の午前９時～午後９時の間に電話
　　　　　　でふれあいの丘天文館まで。
●その他　商用目的の利用はご遠慮ください。

　　　　　
　日が暮れると、東の空高くに明るい星が光っている
のをご存知ですか？　
　太陽系最大の惑星、木星です。直径は地球の11倍
もあります。
　木星の表面には幾つもの縞模様や、大赤斑と呼ばれ
る楕円形のオレンジ色をした模様が見られます。
　大赤斑は直径が地球の２倍程もある渦で、300年も
前から存在していると言われます。
　また、木星の周囲には、400年ほど前にイタリアの
天文学者ガリレオ・ガリレイが発見した４つの衛星が
一列に並んで見えます。
　天文館では、夕方６時以降のすべての観望時間に、
65cm望遠鏡で木星表面の縞模様や大赤斑、ガリレオ
衛星などを観望していただけます。

●日時　３月１日（土）　午後６時～８時
●内容　双眼鏡の基本的操作を学び、冬の星雲・星
　　　　団などを観望します。その後、65cm望遠鏡
　　　　でも観望を楽しみます。
●場所　ふれあいの丘天文館
●対象　一般（中学生以下は保護者同伴）
●定員　15名
●参加費　小中学生1名100円、大人1名300円
●申込方法　開館日の午前９時～午後９時の間に電
　　　　　　話でふれあいの丘天文館まで。

●日時  ３月11日（火）～ 14日（金）の第7回（19:15 ～
20:15）および第8回（20:30 ～ 21:30）の観望
時間に開催。

●内容　望遠鏡を覗いて見える月のクレーターを、お持
　　　　ちになった携帯電話やスマートフォンのカメ

ラで手軽に撮影していただくイベントです。
きれいに撮れたら、お友達にもメールで送っ
てあげましょう。きっと喜ばれますよ。

●場所 ふれあいの丘天文館

　　　　　　【携帯写真講座】

【天文情報】
☆★☆　木星が見ごろです！　☆★☆

ふれあいの丘自然観察館  　（２８）３２５１
検 索詳しくは ふれあいの丘自然観察館

　自然観察館では、「増渕コレクション展」が開催され
ています。
　これは当館の特別指導員の増渕余一先生が、約65年
間にわたって収集された昆虫標本、これまで未公開だっ
た国産の「ガ」を中心に100箱を超える貴重な昆虫を展
示したものです。図鑑でしか見ることができないよう
な、とても珍しい昆虫も多く紹介しています。
　この企画展は３月２日（日）まで開催していますので、
ぜひ、多くの方にご覧いただきたいと願っています。

☆後ろバネが美しい「カトカラ（シタバガ）」
　カトカラはギリシャ語、日本名で
はシタバガ（下翅蛾）と呼んでいま
す。上翅は樹皮のように地味です
が、下翅が白・黄・青・赤など美し
い色彩をもつ「ガ」です。
　日本では約30種が知られ愛好家も多いようです。写
真は、とても珍しい「ムラサキシタバ」で最も大型のカ
トカラのなかま、紫色の後ろバネ（下翅）が特徴です。

☆珍しい「キョウチクトウスズメ」
　スズメガ科のなかまの美しい「ガ」ですが、幼虫もカ
ラフルで、特に青い目玉模様は不思議さを感じます。

　また、「キョウチクトウ」という毒
性の強い植物を食べるのも特徴で
す。アフリカから東南アジアにひ
ろく生息していますが、近年、沖
縄や鹿児島などでも見られように
なりました。
　
◎第３回「昆虫の絵コンクール」開催
　市内の幼稚園や保育園園児を対象にした「昆虫の絵
のコンクール」の展覧会が開催されます。
　この展覧会は、園児が大好きな昆虫を画用紙にのび
のびと描き、昆虫への関心を高め、小さな生命や自然
を愛する心を育むことを
願って実施しています。
　応募してくれた園児たち
の全作品を展示していま
す。作品は、どれも元気あ
ふれる力作ぞろいです。
　多くの市民の皆さんにもご覧いただき、純真な絵に
心を和ませていただけたなら幸いです。
●期間　２月８日（土）～ 16日（日）
　　　　午前９時～午後４時（最終日は午後３時まで）
●場所　ふれあいの丘 
　　　　シャトーエスポワール　研修室Ａ

『双眼鏡で冬の星空を見よう』参加者募集

『携帯電話で月の写真を撮ろう』参加者募集

ムラサキシタバ

キョウチクトウスズメ

シャトーエスポワール研修室A
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チケット
好評発売中

チケット
好評発売中

ハーモニーホール･フェスティバル ⑦

特別企画 吟詠剣詩舞のつどい

アニソンヒットパレード
 in 那須野が原

■日　時　２月11日（火・祝）　午後1時30分開演
■会　場　小ホール 　
■チケット　全席自由　200円
　　　　　　（高校生以下無料・要入場券）
■出　演　西那須野吟詠剣詩舞道協会

チケット
好評発売中

ハーモニーホール･フェスティバル ⑧

舞踊のつどい
■日　時　２月16日（日） 　午後2時開演
■会　場　小ホール
■チケット　全席自由　200円
　　　　　　（高校生以下無料・要入場券）
■出　演　岩井富久八会､藤扇流雅宴会､坂東伎十次会

チケット
好評発売中 サーカス&庄野真代コンサート

■日　時　２月22日（土）　午後６時開演
■会　場　大ホール
■チケット　全席指定席
　　　　　　大人　3,300円（友の会3,000円）
　　　　　　学生　1,500円（大学生以下）

Information
お知らせ

　下記の３講座を開講し、その受講生を募集いたし
ます。定期演奏会などをご覧になり、「ぜひ自分も！」
と思った方はもちろん、少しでも興味のある方はぜ
ひお申し込みください。
　なお、詳細につきましてはホールまでお問い合わ
せください。

■オーケストラ養成講座
　(那須フィルハーモニー管弦楽団)
♪受講日　毎週水曜日　午後７時～９時
♪対象者　小学校高学年以上でオーケストラが使う

楽器を所有し､ある程度演奏できる方
♪講師　大井 剛史(音楽監督)
　　　　田中 祐子(音楽監督補)
　　　　松本 ゆり子(弦楽器トレーナー )
　　　　高橋 貞春(管楽器トレーナー )
　　　　前田 広樹(打楽器トレーナー )　ほか

■ジュニア・オーケストラ・ワークショップ
♪受講日　毎月1回・日曜日　午後１時～４時
♪対象者　小学生～高校生(楽器の演奏経験があり、

使用する楽器を自分で用意できる方)
♪講師　小森 康弘(東京音楽大学指揮科教員)　ほか

■合唱団育成講座
｢一般の部｣(那須野が原ハーモニーホール合唱団)
♪受講日　毎週月曜日　午後７時～９時
♪対象者　高校生以上
♪講師　片岡 真理(合唱指導)
              伊藤 和子(ヴォイストレーナー )
　　　　藤本 美玲(ピアノ)
♪練習曲目　ベートーヴェン「第九」
　　　　　　フォーレ「レクイエム」　など

｢少年少女の部｣(那須野が原少年少女合唱団)
♪受講日　木曜日　午後６時30分～８時30分
♪対象者　小・中学生
♪アドバイザー　藤田 和恵
♪講師　佐藤 綾(合唱指導) 
　　　　小瀧 晴美(ピアノ)
　　　　日髙 万利子(ソルフェージュ指導)

■演劇講座
♪受講日　火曜日　午後７時～ 9時
♪対象者　中学生以上
♪指導　劇団らくりん座
　今年度は､ロシアの名作童話「森は生きている」の上
演に向けてがんばります。

■申込受付
３月１日(木)から那須野が原ハーモニーホール事務
室で､所定の用紙にてお申し込みいただけます。
※受講料などの詳細については、決定次第お知らせ
します。

自主講座受講生募集

■日　時　２月８日（土）　午後４時30分開演
■会　場　大ホール

■出　演　堀江美都子/水木一郎/串田アキラ
■チケット　全席指定 
　　　　　　大人　3,500円（友の会3,200円）
　　　　　　学生　2,000円（大学生以下）

託児サービス

2月27日(木)､28日(金)の2日間は
館内清掃のため臨時休館します。

貸館およびチケットの予約・販売などの業務も
お休みさせていただきます。

Information
お知らせ

当ホール主催の事業に限り､安心して公演をお楽しみい
ただくために､公演中の託児サービスを行っています｡

※公演の10日前までにお申し込みください。

　料金：お子さま１人　2,000円
　対象：満２歳以上のお子さま（先着10名様）
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12/７たすきに乗せて気持ちをつなぐ

　チームワークと運動能力の向上を目的に、市内
の小学校５～６年生を対象としたチームによる駅
伝大会が、大田原市陸上競技協会の主催により美
原公園特設周回コースで開催されました。
　男女混合６名で構成された 15 チームがエント
リーし、箱根駅伝に負けずとも劣らない感動的な
走りを繰り広げました。

　ザゼンソウの本格的な開花時期に備えて、北金
丸にあるザゼンソウ群生地で利用者が安全にザゼ
ンソウの見学ができるよう、金丸小学校の児童が
木道の清掃活動を行いました。
　今年は地元を中心に再生に向けた取り組みも始
まり、２月からの一般公開に向けて環境整備作業
なども行われています。

開花に向けて準備開始

第１回与一くん駅伝大会

ザゼンソウ群生地木道清掃

12/25

12/24レースチームから交通安全を学ぶ

　大田原市と相互応援協定を締結した、自転車
ロードレースの地域密着型プロチーム「那須ブ
ラーゼン」との連携事業として、大田原中学校で
ウィラースクール（自転車交通安全教室）が開催さ
れました。生徒の皆さんは、12 月に改正された
道路交通法を中心に、楽しく、そして熱心に自転
車の交通安全について学びました。

　ＪＲ東北本線沿いの都市同士であり、人口も同
規模である埼玉県蕨市と、災害時における相互応
援協定を締結しました。この協定により、どちら
かの市において地震や風水害などの大規模な災害
が発生した場合に、飲食料や応急復旧に必要な物
資の提供、職員の派遣、被災者の一時受け入れな
どの応援がなされることになります。

災害に備えた都市間提携

那須ブラーゼンウィラースクール

大田原市と蕨市の災害時における相互応援協定
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親子で走る冬の祭典

誇らしく、大人の門出

芭蕉の里くろばねマラソン大会

平成 25 年度大田原市成人式

12/23
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　寒さ強まる冬の黒羽運動公園で、1610名の参
加者による熱い熱い戦いが繰り広げられまし
た。コースは２～10㎞を年齢・性別に分けて設
定された14クラス。それぞれのクラスで熱戦が
繰り広げられました。
　親子ペアのクラスでは親子が手をつないで走
る姿が見られ、心が和む光景もありました。

　まるで明るい未来を明示するかのように晴れ
渡った空の下、那須野が原ハーモニーホールで
成人式が執り行われました。
　今年度は平成17年10月の３市町合併から、初
となる大田原地区、湯津上地区、黒羽地区が合
同で行う成人式です。会場には艶やかな振袖姿
や紋付き袴の成人者が集い、強い決意を大人の
門出に誓いました。

１/３
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